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【開催日】 平成３０年１２月６日 
 

【開催場所】 第２委員会室 
 

【開会・散会時間】 午前９時～午後４時８分 
 

【出席委員】 
 

委 員 長 中 村 博 行 副委員長 岡 山  明 

委 員 奥   良 秀 委 員 河 﨑 平 男 

委 員 水 津  治 委 員 中 岡 英 二 

委 員 藤 岡 修 美   
 

【欠席委員】 

なし 
 

【委員外出席議員等】 

副議長 矢 田 松 夫 

【執行部出席者】 

経済部長 河 合 久 雄 
経済部次長兼商

工労働課長 
河 口 修 司 

経済部次長兼農

林水産課長 
深 井  篤 

商工労働課課長

補佐 
村 田  浩 

商工労働課商工

労働係長 
福 田 智 之 農林水産課技監 山 﨑 誠 司 

農林水産課農林

係長 
平  健 太 郎 

公営競技事務所

長 
上 田 泰 正 

公営競技事務所

副所長 
大 下 賢 二 

公営競技事務所 

主任主事 長 村 知 明 
長 村 知 明 

建設部長 森   一 哉 
建設部次長兼土

木課長 
榎 坂 昌 歳 

土木課技監 泉 本 憲 之 土木課主幹 井 上 正 満 

都市計画課長 河 田  誠 都市計画課技監 高 橋 雅 彦 
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都市計画課管理

緑地係長 
伊 藤 佳和子 

企画政策課行革

推進係長 
佐 貫 政 彰 

都市計画課都市

整備係長 
藤 本 英 樹 

都市計画課計画

係長 
大 和 毅 司 

都市計画課建築

指導室長 
迫 田 勝 憲 

都市計画課管理

緑地係主事 
村 上 良 平 

土木課管理係長 田 中 洋 子 
土木課管理係主

任 
北 川 良 隆 

下水道課長 森 弘 健 二 下水道課技監 藤 岡 富士雄 

山陽水処理セン

ター所長兼小野

田水処理センタ

ー所長 

光 井 洋 一 下水道課計画係長 熊 川  整 

下水道課維持係

長 
金 田  健 下水道課管理係長  西 﨑  大 

  

【事務局出席者】 
 

局次長 石 田  隆 書  記 光 永 直 樹 

 

【審査事項】 

１ 議案第９９号 平成３０年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計補

正予算（第２回）について（公営） 

２ 議案第９６号 平成３０年度山陽小野田市地方卸売市場事業特別会計補正 

予算（第１回）について（農林） 

３ 議案第１１３号 山陽小野田市商工センターの指定管理者の指定について

（商工） 

４ 議案第１１４号 山陽小野田市労働会館の指定管理者の指定について 

（商工） 

５ 議案第１０４号 山陽小野田市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例

の制定について（土木） 
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６ 議案第１０５号 山陽小野田市法定外公共物管理条例の一部を改正する条

例の制定について（土木） 

７ 議案第９２号 平成３０年度山陽小野田市駐車場事業特別会計補正予算

（第１回）について（都市） 

８ 議案第１０６号 山陽小野田市都市公園条例の一部を改正する条例の制定 

          について（都市） 

９ 議案第１０７号 山陽小野田市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制 

          定について（都市） 

10 議案第１１５号 竜王山公園オートキャンプ場の指定管理者の指定につい

て（都市） 

11 議案第９７号 平成３０年度山陽小野田市下水道事業特別会計補正予算

（第１回）について（下水） 

12 議案第９８号 平成３０年度山陽小野田市農業集落排水事業特別会計補正

予算（第２回）について（下水） 

13 議案第１０８号 山陽小野田市下水道事業の設置等に関する条例の制定に                                                 

ついて（下水） 

14 陳情・要望について 

15 閉会中の継続調査事項について 

 

午前９時開会 

 

中村博行委員長 おはようございます。定刻になりましたので、産業建設常任

委員会を開催いたします。審査内容につきましては、お手元の日程のと

おり進めてまいります。それでは、審査番号１番、議案第９９号平成３

０年度山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計補正予算（第２回）に

ついて執行部の説明を求めます。 

 

上田公営競技事務所長 皆さん、おはようございます。それでは平成３０年度

山陽小野田市小型自動車競走事業特別会計補正予算（第２回）について

説明したいと思います。補正予算の資料を御覧ください。今回の補正の
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主な内容は新重勝式の当たるんですの発売収入見込みの増、ミッドナイ

トオートレースの試験開催、人件費の調整及び小型自動車競走場スタン

ド棟等整備事業に伴う補正であります。１ページを御覧ください。第１

条で歳入歳出それぞれ１７億９，０４０万円を追加し、歳入歳出総額を

それぞれ１１９億６００万８，０００円とするものであります。第２条

では債務を負担する行為をすることができる時効期間及び限度額を次

の３ページに示しておりますけど、第２章の債務負担行為のとおり定め、

小型自動車競走場スタンド棟等整備事業として、この８月に策定しまし

た、基本構想基本計画に基づいてコンパクト化したスタンド棟等を新築

建築した場合の基本設計、実施設計、委託料の債務負担行為を新たに設

定しております。後ほど御説明いたしますが、今年度中に入札及び契約

の締結を完了する予定でありますので、全体事業費の前払金相当額を今

回の補正予算に計上し、残りの需要額を債務負担行為として設定してお

ります。 

まず歳入の詳細について説明いたします。６ページ、７ページを御覧

ください。新重勝式の当たるんですの発売収入の見込みの増やミッドナ

イトオートレースの試験開催を２節、７日間実践することに伴い、１款

１項２目１節勝車投票券発売収入を１７億６，０３６万円増額しており

ます。この発売収入の総額の内訳は先ほど見ましたが、新重勝式の発売

収入の見込み増によるものが返還金を含んでおりまして、１３億９，１

３６万円。ミッドナイトオートレース試験開催については発売収入を１

日平均５，２００万円と見込み、返還金も含んで７日間で３億６，９０

０万円としております。２項１目雑入では全国小型自動車競走施行者協

議会からのオートレース活性化推進事業助成金、８６４万円を増額して

おりますが、この助成金については、飯塚市からミッドナイトを行うた

めの照明設備を借用するため、その借上料に充てることにしております。

歳入の一番下のとこですが、３款１項１目１節山陽小型自動車競走場施

設改善基金繰入金については先ほど説明しました、スタンド棟等の基本

設計、実施設計、委託料に充当するために２，１４０万円増額しており

ます。それから次に歳出について説明いたします。８ページ、９ページ
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を御覧ください。歳出では１款１項１目２節給料から４節共済費までは

人事異動による人件費の調整を反映したものでありまして、１６万４，

０００円を増額するものであります。内訳としましては、２節給料は１

０万円の増、３節職員手当等は２６万２，０００円の増。４節共済費は

１９万８，０００円の減額となっております。また、９節旅費について

は、今後の年度末までの会議等の出張関係を踏まえ不足が生じるため、

３０万円増額しております。 

また、その下になりますが、２５節積立金として山陽小野田市自動車

競走場施設改善基金積立金を４，０００万円増額しております。この積

立金の基になる財源は新重勝式の収益によるものであります。次に２項

１目事業費ですが、主には新重勝式の発売収入の見込みの増及びミッド

ナイトオートレース試験開始に伴う必要な歳出の増額の補正でありま

す。１２節役務費については、競走運搬費を１１０万円。銀行業務手数

料を３８万１，０００円、それぞれを増額しております。また、１３節

委託料では新重勝式に伴う発売業務委託料を１億６，６５３万４，００

０円。ミッドナイトオートレース試験開催の関連経費としてＣＳ放送業

務等委託料を１，７３０万４，０００円。照明設備運用業務委託料１，

７９３万６，０００円。選手宿泊管理委託料３８２万３，０００円。競

走会業務委託料１，１３０万７，０００円。電話投票業務委託料２２６

万８，０００円。インターネット投票業務委託料２，５６９万８，００

０円をそれぞれ増額又は新たに計上しております。 

次に１０ページ、１１ページを御覧ください。１４節使用料及び賃借

料は、飯塚市から可動式の照明設備を借用するため照明設備借上料とし

て、８６４万円を計上しております。これにつきましては、先ほど歳入

で説明しました、オートレース活性化推進事業助成金を充てることにし

ております。また、１９節負担金、補助及び交付金は選手参加旅費を４

４万８，０００円。選手共済会分担金を３８万７，０００円。電話投票

センター運用経費負担金１６４万９，０００円。小型自動車競走法に基

づくＪＫＡ交付金を１，４０３万３，０００円。新重勝式に伴う主催場

が支払う開催場負担金を１，０４０万円。新重勝式の売上げから全国小
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型自動車競走施行者協議会に拠出する特別拠出金を１億３，１８３万９，

０００円、それぞれ増額しております。次に２目８節報償費ですが、ミ

ッドナイトオートレース試験開催の２節、７日分の選手賞金として２，

２８０万４，０００円を増額しております。次に３目２２節補償、補填

及び賠償金の勝車投票券払戻金を１２億２，６２４万４，０００円、４

目２２節補償、補填及び賠償金の勝車投票券返還金を８５８万４，００

０円、それぞれ増額しております。次に１３節設計委託につきましては

コンパクト化したスタンド棟等を新築した場合の基本設計実施設計委

託料として２，１４０万円を計上しております。先ほど説明いたしまし

たが、今年度中に入札等の処理を行って、全体事業費の前払金相当額を

今回の補正予算に計上し、残りの事業費を債務負担行為として設定して

おります。次に補正予算についてお配りしております資料について説明

いたします。Ｂ４のものですが、めくると１ページ目は左側を上にしま

して、項目が増えている関係で少し字が小さくなっております。その１

は今回の補正予算を反映したものとなっておりまして、一番上の開催に

係る収支、その下に開催以外に係る収支。次に新重勝式に係る収支。最

後にミッドナイトレースの試験開催に係る収支と、大きく四つの囲みが

あると思います。左側に米印がありますが、これが今回の補正予算で増

額となったものでありますが、開催に係る収支につきましては、当初予

算から増額はありませんが、今回の補正に係るものとして、まず２番目

の開催以外に係る収支に関して、御説明いたします。開催以外に係る収

支としてですが、⑥基金繰入金の３段目の施設改善基金繰入金２，１４

０万円は⑦の設計委託料に２，１４０万円充当するため、増額しており

ます。次に新重勝式に係る収支として、⑨の歳入の勝車投票券発収入は

返還金５３６万２，０００円を含め１５億４，４９６万円を見込み、こ

の１０億４，４９６万円から歳出の⑩の義務的経費である、新重勝式の

払戻金。ＪＫＡ交付金の合計１０億８，９３８万５，０００円、⑪の開

催経費である、川口場ほか、開催場への負担金。全動協への負担金。全

動協への拠出金。新重勝式の返還金の合計１億６，２７９万４，０００

円。それから⑫日本写真判定株式会社への発売業務委託料１億８，４７
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２万１，０００円。そして、１３の施設改善金積立金。これは４，００

０万円としておりまして、その結果、６，８０６万円、ちょっと濃い字

で書いておりますけど、ここが新重勝式に係る収益となりまして、累積

債務の解消額になります。実際の自主的な収益といたしましては、ここ

の６，８０６万円と施設改善基金の積立ての４，０００万円、この合計

の１億６，００６万円が収益となりまして、施設改善基金に積立てるこ

とができるというふうに考えております。それから、次にミッドナイト

レース試験開催に係る収支についてですが、⑮の歳入の発売収入ですが、

これは返還金５００万円を含めて３億６，９００万円を見込み、この３

億６，９００万円とその他収入の合計から歳入の⑯の義務的経費である

払戻金、ＪＫＡ交付金の合計２億５，８５１万６，０００円。⑰の開催

経費である、選手賞金返還金。それから先ほど説明いたしました、ミッ

ドナイトレース試験開催に係る開催経費の合計、１億１，８７４万５，

０００円を差し引いた、３７万９，０００円がミッドナイトレース試験

開催に係る収益になります。今回、どうしてもまずは試験開催というこ

とで、可動式の照明施設を借りる分でかなりの経費が掛かっております。

これはＪＫＡ等のいろいろな支援をいただいても、どうしても経費が掛

かるということで、ほぼ、とんとんの状況でありますが、本格的導入を

することになりましたら、そこの部分が収益になってくると思いますの

で、そういったところでミッドナイトレースの効果はあると考えており

ます。それでは補正後の小型会計歳入歳出の全体の収支は、四つの収支、

ＡＢＣＤ、上の四つの収支を合計した、１億１，５８０万３，０００円

となりまして、リース料の支払７，６７１万３，０００円の債務解消を

含めた、二つの債務解消額は１億９，２５６万６，０００円となる見込

みでございます。 

次に資料の２ページ、ミッドナイトオートレースについての資料でご

ざいます。まず、このミッドナイトレースの目的でありますが、レース

場にお客を入れず、無観客で実施するものでありまして、発売はインタ

ーネット投票に限定されているため固定経費を大幅に削減することが

可能で、収益性の高い事業としてオートレース業界全体で取り組むこと
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が決定されております。山陽場としても累積債務の早期解消につながる

新たな取組であることから、音量調査等も含めた試験開催を実施する予

定でございます。なお、この試験開催の実施に当たり、埴生地区及び津

布田地区の周辺住民の皆様を対象に班回覧による案内文書を出しまし

て、１０月３１日に試験開催に係る説明会を埴生公民館で実施しており

ます。試験開催中に実際に音量等を御確認いただきまして、試験開催後

に測定結果を御報告させていただくともに、これらの結果から今後の本

格的導入について決めてまいりたいと考えております。その試験開催の

日程でございますが、そこに書いておりますとおり、来年、平成３１年

２月１７日の日曜日から１９日の火曜日の３日間と２月２２日の金曜

日から２５日の月曜日の４日間の２節として、合計７日間、開催する予

定でございます。また、第１レースの発走時刻は午後８時半頃。最終レ

ース発走時刻は午後１１時半頃を予定しておりまして、７レース７車立

てで行う予定でございます。 

売上げですが、先ほども御説明いたしましたが、１日平均５，２００

万円を見込んでおります。また騒音対策として近隣住民の方々の住環境

を悪化させないように、消音機能付きのマフラーを特別に装着して、騒

音対策を講じます。この内容については、全て住民説明のほうにも行っ

ております。そして右側のほうになりますが、資料の右側の上段、これ

が平成１９年度以降のオートレース開催日数の推移を示しております。

ちょっと見にくいかもしれませんが、２８年度から飯塚のミッドナイト

レースの日数とか出ております。２８年が２６日、２９年度が３７日に

なっていますが、今後、山陽が参入することになれば、ここの日数が拡

大して、全体の日数も拡大するという見込みとして捉えております。そ

の下はこのミッドナイトの競輪のほうでございますが、平成２２年度以

降のミッドナイト競輪の売上げの推移を示しております。１日当たりの

赤いところで見てもらいますと、１日当たりの合計の売上が平成２２年

度で８，２００万円、２３年度で６，９００万、２４年で６，４００万

円とありますが、１日に同時に２場行うことがあっても、１日平均が２

５年度で７，７００万円と増えておりまして、２９年度の実績では１日
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当たりで１億５，６００万円売れているという状況になっております。

ミッドナイトについては、資料に出ております。 

次にページ３ですが、小型自動車競走場東西スタンド棟等整備事業に

係る基本設計・実施設計について説明いたします。今後の施設の在り方

の計画を見直すため、耐震化改修や解体・新設についてメリット・デメ

リットの内容を比較して、最終的な計画を詰めていくため、基本構想・

基本計画を８月末に作っております。この基本構想・基本計画の結果、

建物工事費一式及び今後の１０年間のランニングコストをトータルし

た上で、最も費用対効果が高くふさわしい施設改修方法として、中央部

分から東側のスタンドを解体して、東スタンドをコンパクトな施設とし

て新設し、西スタンドはその後改築して、一階部分を残す減築改修を行

います。そういう方針に至りました。また、新設する東スタンドの規模

については、近年の入場者数、それから今後の施設のランニングコスト

削減などを総合的に勘案して、コンパクトな施設として新設し、中央部

分から西のスタンドは、二階より上階部分を解体し一階部分をまた利用

するという減築改修ということで既存の発売機能を確保することが可

能となるメリットがあります。この基本構想・基本計画の結果に基づき、

コンパクト化したスタンド棟を新築建築した場合の基本設計実施設計

に着手することとしております。改修建物面積でございますが、２，８

９６平方メートル。解体建物の面積は１万２，９８３平方メートル。新

設部分の建物の面積は１，９３９万平方メートルを想定しております。

この改修方法については、そこにも示しておりますが、ランニングコス

ト、空調改修、電気改修、その他改修、それから光熱・上下水道料金と

想定した部分で、費用対効果が望め、西スタンド一階部分を残すことに

よりまして、ここが発売行っているセンターホールというところで、第

５投票所がございます。そこが、今中止になっておりますけど、コンパ

クト化した場合はその新設部分が中心となりますが、お客さんの入場の

状況によりまして、そこのセンターホールも一階部分を開けることがで

きるとことかございます。後は全体の施設の利用形態ということも踏ま

えて考えております。それから電気設備関係等の切替えがスムーズにで
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きること、それから解体面積が少なくて済むということが長所でござい

ます。次に概算工事費としては、そこに合計として１５億５，４７２万

円が出ております。そして今後の１０年間のランニングコストを３億５，

０００万円と見込みまして、概算工事費と今後１０年間のランニングコ

ストの合計を１８億５，９７２万円と試算しております。この施設改修

に伴う財源ですが、施設改善基金の取崩しによる４億円。それから国庫

補助金などその他の財源を含めた部分で１４億５，９７２万円としてお

ります。なお、資料の右側では、その事業手法、それから工期計画をお

示ししております。今年度が２０１８年で、基本設計を今後行うとして、

今後２０２０年に入る直前ぐらい。それから２０２０年に入ってからの

工事になっております。東スタンドの新築工事ができるのが、２０２１

年度末というところで、その後の西側のスタンドの解体工事が２０２０

年に始まるようになります。そして完全に全部の工事が進むのは２０２

３年度中っていうことでございますが、建物も古い状況でありますので、

逐次、この工程は計画的にやっていきたいというふうに考えております。

次に資料の４ページですが、これは外観のパースです。先ほど言いまし

た東側のコンパクトな施設というのは、ちょうど中央部分に見えますけ

ど、中央の上よりに見えますが、今の大きな施設が東スタンドの施設が、

緑の部分になっておりますけど、ちょうど後ろの建物が特別警備隊の控

室となっておりますが、そうしたところの前のスタンドは、もうなくな

るということで、なくなった後にこの三階は、一部屋上に写真判定用の

カメラを置く施設部分がありますが、主に三階、お客さんとしては一階、

二階になりますけど。それから中央部分の西側を崩して、一階部分を残

す減築工事になっております。それからその西側の建物が残っています

けど、これが投票センター。山陽場としては、ここを投票センター。い

わゆる日々の売上額のすべて、中央の豊洲にある投票センターとのやり

取りがありますけど、そこのコンピューターが全て集中しておりますけ

ど、そこの施設が耐震改修の対象になってないところがございますので、

そういった部分は非常に効果があると思っております。これがここにあ

ることによりまして、一応、作業所としては本場開催もしながら、それ
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から場外発売も受けながら解体・新設ができるというふうに考えており

ます。ちなみによその場も川口、浜松、飯塚というところも解体してコ

ンパクトな施設にするという計画で、来年度、浜松も川口も工事が始ま

りますが、よそは、なかなか投票センターが中にあるということで、ど

うしても場外発売ができないとか、本場開催もできないとかいう日々が

出そうなんですけど、山陽場としては、今、中心となっている、コンパ

クトな施設ができております。左側の下の所が第５投票所と言いまして、

ほとんどそこの部分で発売しております。ということは新設分を作ると

きは、そこの第５投票所が使えるということで、構想の中で、そうした

ところも踏まえて、このような計画を作っております。それから残って

おります、一番西側の建物。これはハイビジョンホールの三階の建物で

ございまして、これは新しい建物でございますので、耐震改修の対象で

ございませんし、今後も三階はプライベートルームといいまして一部屋

３，０００円の部屋がございます。そういったところで、綺麗な施設で

ございますので、こうしたところは引き続き、お客さんを対象として、

今回のこの計画が進めば、そうしたところで総合的にお客さんを呼び込

みたいというふうに考えております。それから資料５は先ほどのパース

として正面から見た図でございます。かなりリアルな写真になっており

ます。左側も上に山陽オートと立っております。これがコンパクト化し

た施設で、手前のセンターホールは残りますので、残る施設は、そのま

ま残っておりますけど、奥側に見える大きなスタンドの建物がなくなる

ことによりまして、全ての工事が進めば、こうしたイメージになるかと

いうふうに捉えております。以上で補正予算関係の説明を終わります。

御審査のほどよろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長 かなりボリュームのある説明だったと思いますが、分けて審

査をしていこうと思います。まず予算書９９号、これと資料のＢ４の１

ページがリンクしていますので、まず予算書の項目について質疑を求め

ようと思います。それと質疑が重複してもいいかと思いますので、その

あと、資料の１ページという形でやろうと思います。それでは、まず予
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算書のほうから。順に追っていきましょうか。スタンド関係は後のほう

に回しましょう。では４ページ以降で。４、５ページは何もないと思い

ますが、説明のあった６、７ページから。 

 

河﨑平男委員 通常売上げは約７７億くらいですよね。そういった中で１１９

億。計算すると１.５倍くらい売上が伸びる。そういった中で収支改善

はどのように考えていらっしゃるんですか。 

 

上田公営競技事務所長 ここの１１９億、繰入金等が含まれておりますので、

実際の発売収入は１５０億２，０００万円ということでございますが、

それは開催収支に伴う売上げ、それからの新重勝式の１５億４，０００

万円の売上げ、それからミッドナイトオートレースの３億７，０００万

円。返還金含んで３億７，０００万円ございます。そうした部分の合計

の額でございます。開催に係る収支につきましては本会議でも言いまし

たが、今、７７億円ぐらいのペースで、今後は大きいレース等がござい

ますので、そこの売上げに関わりますが、当然７８億、７９億円になる

ような努力をしてまいりたいと思います。そして今、河﨑委員が言われ

ましたように、収支改善ということでございますが、当然、この施設改

善基金に伴う基金として新重勝式が約１億以上の収益が出ますので、４，

０００万円という予算を上げております。実際には４，０００万円いっ

ぱいの積立てができるように努めますが、リース料の返済、そうした部

分をした上で、施設改善基金を積立て、さらに５月の臨時会でも言いま

した、累積赤字の減額にも努めながら、収支の改善はできるかというふ

うに考えております。 

 

中村博行委員長 売上げが近年初めて、市民の方の一番、心配されていた事業

の一つですね。それがこういう表立って、胸張って上がりますよという

のはいい傾向と思いますので。それでは今の関係で。 

 

岡山明副委員長 この収支見て、桁が一つ違うんじゃないかと思いました。１
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８億円ですね。１８億円増えている形になっているんですけど、今まで

平成１８年から包括民間委託に移っているんですけど、それ以降、これ

だけの売上げがあった年はありました。 

 

上田公営競技事務所長 補正予算で行う約１８億円ですが、この主な部分は新

重勝式の成立状況で、そもそもこの平成３０年度の予算で、約１億５，

０００万円ぐらいの予算しか組んでいなかったんですが、その直後に３

月ぐらいから非常に成立状況が良くなりまして、１日２回程度、かなり

成立状況が良くなっております。実際に３０年度に入って４月以降、５

００円で４５８回ということで、３，５００円も２回成立しておりまし

て、今、３，５００円くじの３回目が３，０００口となっておりますの

で、今月中には３，５００円の分も成立するかと思われます。そうした

部分があって、新重勝式の成立状況が良くなった効果の部分とミッドナ

イトの試験開催、５，２００万円という飯塚の実績と含めれば５，２０

０万円はちょっと厳し目の数字かと思います。実際に飯塚はもう６，０

００万、７，０００万円の数字を出していますけど、今回は逆に言えば

とんとんにしたような予算でもありますので、ここは増えればまた予算

の中で調整していきますけど、そうした部分があって、この中にはあり

ますけど、１８億円の補正増になっておりますので、今までは開催に関

わる収支ということでこれについては、２９年度は約７２億円あったん

ですけど、今年度、平成２８年度並みの７７億円は行けるんじゃないか

ということで今後も７７億円と言いましたけど、当然、７７億円を目指

しているわけではなくて７８、７９億円になるように頑張っていきたい

と思います。開催に係る収支もなんとか２９年度よりは良くなっている

こと。それから新重勝式の成立状況がいろいろな効果を含めていろいろ

な措置を行うことによって成立状況が良くなっている。それとミッドナ

イトレースの試験開催を行うことができるっていうことが大きな結果だ

と思います。これもいろいろな業界、経済産業省、ＪＫＡ、全動協、そ

れから他場の開催を務める委員長の理解があった上での、業界として進

める事項でございますので、そうした方向で今後も努めてまいりたいと
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いうふうに思います。 

 

岡山明副委員長 今回の補正は新重勝式の売上げがほとんどなんですけど、割

合でいくと新重勝式が、例えば８割とか９割とか、残り１割は本場の売

上げとか、その辺の収支の割合は表現できますか。 

 

上田公営競技事務所長 この増加部分ついては、約８５％強ほどが新重勝式に

係るもので、後はミッドナイトオートレースの試験に係る収支というこ

とで、昼間の開催に係る収支の増は今回特に行っておりませんが、全体

としては売上げがそのまま率になりますので、たまたま、競走事業収入

が約１０５億円ですので、その８２％程度が昼間の本場開催の売上げ。

後は１５％が新重勝式。残りの約３.７％ぐらいがミッドナイトの試験開

催に係る売上げというふうになっております。今後は本格的導入になれ

ばミッドナイトレースの開催の売上げが、単純に言えば、例えば５０日

でしたら、３０億円とかそういったとかといった数字は設定できるかと

思いますので、将来的には１１０億、１２０億円とかそういった予算に

なるかと思います。すぐには無理でも平成３２年度以降、そういったこ

とができると思っておりますので、そうした方向で今後も努めて参りた

いと思います。 

 

中村博行委員長 資料の方の関係の一番上の段の関係もありますので個別のほ

うの内容に入っていきたいと思います６、７ページでなにかありますか。 

 

河﨑平男委員 開催収支等の関係ですけど、委託業者とどの部分を協議されて

いるんですか。全部公営競技事務所がやられているんですか。 

 

上田公営競技事務所長 この本場開催に係る収支は包括的民間委託ということ

で行っております。これについては予算で６億２，０００万円。これは

また、売上げに基づいて精算する契約になっております。それからの新

重勝式に係る部分については、包括的民間委託とはまた別でございまし
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て、これに係る発売委託料として、この資料でいうと⑫の発売業務委託

料ということで約１億８，５００万円を支払う予算になっております。

ミッドナイトレース試験開催についても別契約ということで先ほど、Ｃ

Ｓ放送業務等委託料ということで、９ページで示しました。これが日本

写真判定のほうに支払うわけでございまして、このミッドナイトレース

の試験開催に係る部分ということで支払う形態となっております。 

 

中村博行委員長 これは別に日写のほうにいくというわけですね。（「はい」

と呼ぶ者あり） 

 

河﨑平男委員 そういった中で、売上げ、開催収支に伴うものとして話はされ

ていないんですか。協議とかは。全部、公営競技事務所のほうが予算書

は作られるということでいいですね。 

 

上田公営競技事務所長 日本写真判定とは常に協議を続けておりまして、開催

収支に係る収支もございますが、当然、新重勝式もありますし、ミッド

ナイトレースの試験開催に係る部分も細かな、地元対応とかいうのは当

然、市のほうが主体的にやっておりますが、このミッドナイトレースを

するにはＣＳ放送、それから今後は、いろいろな開催の中でも宣伝等ご

ざいます。それは当然に日写のほうでやってもらうようになりますので、

そうした部分ついて細かな協議をしております。当然選手との対応でい

きますと、賞金をどのように支払うかとか、この辺は常に協議しており

ますので、全くうちが全部やっているとかそういう部分でございません

し、日々、今後も今回のＧ１のレースの中でもいろいろ協議しながら、

ちゃんとこのミッドナイトの試験開催ができるように今調整は続けてい

るとこでございます。 

 

河﨑平男委員 そういった中で市が開催の公営競技でありますが、やはり委託

業者との連携を保ちながら進んでいくというのが一番大事かと思います。

密な連携を取り合ってやるということですね。これは気持ちであります
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ので、よろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長 従来からその辺はきっちりされているということですが。６、

７はいいですか。 

 

河﨑平男委員 先ほど飯塚市から照明設備を借りるということでありますが、

照明設備を買うとしたらどのくらいなんですか。 

 

上田公営競技事務所長 あくまでも飯塚の可動式の照明を借りる分でございま

すので、この辺については輸送にかなりの経費が掛かります。今回もこ

れには、照明設備運用業務委託料というのがございますが、これは飯塚

が可動式照明を全て運用している業者がおりまして、そこの業者に払う

設置費用というか、実際に飯塚から出して山陽で設置して、その７日間、

全てちゃんと照明ができるような運用委託料ということでしております。

実際には、もし本格的導入になれば、うちのほうは当然、飯塚から可動

式照明を借りるのではなく、実際に新たな照明設備を整備するようにな

ります。その額はいろいろこれまでの川口とか伊勢崎とかいうのがあり

ますけど、今後は当然、照明はＬＥＤになりますので、そういった部分

の照明になりますので、いろいろな想定はしておりますけど、やはり２

億から３億とか、その辺の額になると思います。 

 

中村博行委員長 当然、照明については、この試験事業が終わった後に本当に

なったら詳細に説明があろうと思いますが、それではいいですか。８、

９ページ。 

 

河﨑平男委員 ９ページの照明設備運用業務委託料。１，７９３万６，０００

円。これについては飯塚市に払うんじゃなくて業者に払うんですか。業

者の名前はなんじゃったか。 

 

上田公営競技事務所長 モバイル照明という会社です。 
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中村博行委員長 ８、９ページはよろしいですか。 

 

藤岡修美委員 同じく１３節の委託料でＣＳ放送業務と照明設備運用業務はミ

ッドナイトに伴うものと説明を受けましたけど、その他の委託料もこれ

に係るんですか。 

 

上田公営競技事務所長 発売業務委託料は重勝式の部分でございます。それか

らＣＳ放送業務委託料はミッドナイトです。照明施設運用業務委託料も

ミッドナイトです。選手宿泊管理委託料もミッドナイトです。競走会業

務委託料もミッドナイトです。電話投票業務委託料もミッドナイトです

ね。インターネット投票業務委託料もミッドナイトであります。 

 

中村博行委員長 それでは次のページの１０、１１ページの中で。 

 

河﨑平男委員 競走会業務委託料というのは、今、山陽競走会というのはある

んですか。 

 

上田公営競技事務所長 今、競走会は西日本小型自動車競走会と言いまして、

飯塚と山陽が合併して、山陽のほうは山陽事業所という形になっており

ます。その競走会の体制の中で運用しているということになります。 

 

中村博行委員長 今後は山陽場の開催が増えてくると思いますけども、その辺

り、競走会がどのようになるかという見通しはありますか。 

 

上田公営競技事務所長 このミッドナイトの開催については、もうすでに何回

も協議を重ねて、どちらにも負担にならないような形で協議を続けてお

ります。また、それ以降、本格的導入になったことも踏まえて、いろい

ろ、今後どの時点で本格的導入できるかということも、今、協議してお

りまして、この辺もＪＫＡと密に協議を行っている状況でございます。 
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中村博行委員長 １０、１１ページはいいですか。 

 

河﨑平男委員 選手賞金というのは通常の競走業務と一緒のものですか。 

 

長村公営競技事務所主任主事 公営競技事務所の長村です。ミッドナイトにつ

きましては業界全体で賞金制度要綱というものが定められておるんです

けども、ミッドナイトだけ別枠でやっておりますので、通常の昼間開催

よりも若干安い形態になっております。 

 

中村博行委員長 大体何割というのが言えれば。通常はどのくらいで、ミッド

ナイトがどのくらいで。前までは出走表にみんな賞金が書いてあったよ

ね。８着まで。ところがいつのころか１着だけになったね。（「今、調

べています」と呼ぶ者あり）そしたら予算書のほうは置いて、資料１の

ほうに行きましょうか。（「委員長、いいですか」と呼ぶ者あり） 

 

大下公営競技事務所副所長 通常ですと平場
ひ ら ば

の開催であれば予選では、４日制

とかでは変わってきますけど、普通開催の予選ですと、大体８万円、そ

れがミッドになりますと約５万円。着賞金はそうなります。 

 

中村博行委員長 それに対して選手のほうからは何もないということですか。 

 

上田公営競技事務所長 これも飯塚がミッドナイトを始めるころに賞金交渉が

ありました。昼間の開催についての交渉も毎年行っております。選手も

危機感を感じておりまして、このミッドナイトレースも、とにかく日数

を増やして、選手の収入が増えるのであれば、この条件でもやっていく

っていうことで、私も１５年関わっていて、すごい選手の理解に感謝し

ております。実際、まだまだこの選手賞金はミッドナイト、昼間でも低

くなっている関係でミッドナイトはかなり低い状況です。そして夜中、

走るということで選手には生活のスタイルも変わってくので、かなり無

理をさせている感じは否めません。ただ、これまた今度、山陽場が入る



19 

 

ことによって、全体の売上を伸びることによって、何年か後には賞金交

渉行って、幾らかでも反映できるように。選手のほうもそこを信じて、

今、山陽で導入ということであれば非常に協力的であります。日数を増

やして選手の収入を増やして、さらに、またできるだけ元の賞金に戻し

ていこうという業界全体としての理解の表れだというふうに捉えており

ます。 

 

中村博行委員長 危機感があったために業界全体に選手を含めて一生懸命され

ているという思いが伝わってきますよね。それでは資料の１ページから

行きましょう。全体で行きましょうか。説明は主に２段目からありまし

たけど。 

 

河﨑平男委員 このＪＫＡ交付金というのは当たるんですの重勝式の交付金な

んですか。 

 

大下公営競技事務所副所長 今回の補正につきましては、先ほども御説明いた

しましたけども、新重勝式の売上げの増加とミッドナイト７日分の勝車

投票券発売収入の増額の補正でありますので、ＪＫＡ交付金対象は二つ

の分だけを増額したということでございます。  

 

河﨑平男委員 １号は事務的な経費ですか。２号は売上に対してですか。３号

は。どういう内容ですか。 

 

中村博行委員長 前に説明していただいたけどね。 

 

上田公営競技事務所長 １号２号で大部分を占めるんですが、１号が機械工業

振興補助事業に充てる部分として法律に定められたものでございます。

２号交付金は体育、社会福祉等、公益事業振興補助事業等に充当される

ものでございます。３号交付金がオートレースの公正、円滑の実施を図

るための部分でございます。これは全て小型自動車競走法で定められた
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ものでありまして、先ほど大下が言いました、交付金の額も法律に定め

られた率によって拠出することになっております。 

 

岡山明副委員長 １１ページの特別拠出金のトータルの金額は。 

 

上田公営競技事務所長 今、岡山委員が言われた特別拠出金は⑪の部分だと思

いますが、これは全国小型自動車競走施行者協議会の特別拠出金という

ことで売上げの率によって納めることになっております。これは山陽が

管理を行っている、当たるんですだけでなくて、伊勢崎が行っている前

からの重勝式がございます。そうした部分も売上げの率に応じまして全

動協に払っております。基本的にこれはそこに含めましても全て各場共

通経費としては、東京のほうにあります投票のセンター施設がございま

す。そうしたところの更新の経費とか、そういった部分で充当される経

費でございますので、これがまた拠出してもまたいろいろ返ってくるっ

てことになりますので、ここの特別拠出金は、そうした経費でございま

す。 

 

河﨑平男委員 全動協、ＪＫＡの交付金が払われた中で、地域還元というか、

社会福祉に使っているというのは具体的に何かあるんですか。 

 

上田公営競技事務所長 ＪＫＡ交付金からは補助事業という形で実際に一般会

計のほうに出ておりませんけど、福祉事業団の福祉車両とか、最近、特

に多かったのが、環境調査センターです。そこで２回くらい続けて検査

機器の補助事業に１，０００万、２，０００万円程度、補助事業でＪＫ

Ａの部分で使った経緯がございます。こういったことをやっていますよ

ということで一応山陽オートの日写が管理しているホームページの中で、

そういった補助事業で効果が出ていると示しているところでございます。 

 

河﨑平男委員 そういった中で地域貢献されておる福祉もありますが、啓発が

大事と思うんですよ。その辺をホームページでなくて市民に行くように
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広報とかも啓発されたらいかがでしょうか。これも要望として言ってお

きますのでよろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長 今、全体的な事業の中で言われたわけですけども、このオー

トレース事業会計から公益的なトイレとか施設にプレートとか何か貼っ

ているんでしょうか。 

 

上田公営競技事務所長 今、河﨑委員が言われたようにＪＫＡ交付金からの補

助事業ということで言いましたけど、うちが独自でやっている地域公益

事業というのがございます。これが大体１，０００万円程度くらいござ

いますが、これは新重勝式の成立状況も良くなっておりますし、ミッド

ナイトレース試験開催がまた本格的導入になれば、この額も増える傾向

になるかと思いますが、ちゃんと事業した後には山陽オートのプレート

を貼って、一年に一回程度は、広報等で告知していかないといけないと

思いますので、最近できていない部分もございますので。市役所一階の

競走車を展示しているところは、今、ＧⅠのスピード王の宣伝をしてお

りますけど、それがない時には片方は地域公益事業の実績、片方は選手

による小中学校での講演等のアピールをしておりますけど、そうした部

分は、今、委員さんが言われるようにこういった取組をしているという

ことはちゃんと広報していかなければいけないというふうに思います。 

 

藤岡修美委員 地域公益事業が出ましたので、同じ開催以外に係る収支の７番

で、設計委託料２，１４０万円はスタンドの改修の基本設計、実施設計

という説明がありましたけど、調査委託料の５５０万円は何に使われる

んですか。 

 

上田公営競技事務所長 この４月から行った基本構想の分ですね。同じスタン

ド改修です。今回の補正が設計委託料になります。 

 

岡山明副委員長 トータルの負債について、今年の繰上充用額は幾らでしたか。 



22 

 

長村公営競技事務所主任主事 今年５月臨時会で御審議いただいた、前年度繰

上充用額は１２億７，０００万円でございます。平成２９年度末でのリ

ース料と累積赤字を含めた二つの債務が１９億５，２００万円になって

おります。 

 

中村博行委員長 これについては返済計画を言われていますけども、改めて出

されるという考え方はありますか。 

 

上田公営競技事務所長 債務の返済計画については一つの基本的な方向として、

新重勝式が１億以上の収益があるということで、当然リース料を払った

上で３，０００万から４，０００万円程度の施設改善基金の積立てがで

きます。一方で開催中止のほうも収益はございますので、そうしたとこ

ろで累積赤字の解消もできると思いますので、５月の臨時議会で言いま

した通り、２９年度末の累積赤字がピークだと考えておりますので、そ

うした部分は解消できるということです。さらにミッドナイトオートレ

ースのこれも本格的導入になれば、かなりの改善された計画ができると

思います。２月がミッドナイトレースの試験開催ですので、その結果に

基づいて、３月の定例会のときには、ある程度、それを踏まえたシミュ

レーションといいますか、計画が出せればというふうに考えております

ので、当然、シミュレーションはしていますけど、そこでちゃんと示し

ていきたいというふうに考えております。 

 

中村博行委員長 資料のほうから、開催以外、新重勝式、ミッドナイトについ

てですね。 

 

岡山明副委員長 今年度の充用額が１２億７，０００万円で１年間の増加分は

幾らですか。トータルで１２億７，０００万円ですね。毎年、上がって

くると思うんですけど、幾ら上がっていましたか。年間で。 

 

大下公営競技事務所副所長 ２９年決算ベースで繰上充用をする前の歳入と歳
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出を差し引いた総額は１億７，４００万円程度です。単純に先ほども御

説明しましたけども、１億９，２５６万６，０００円ほどこのようにい

けばなりますので、単年度収支額を上回るので繰上充用額は単純に増え

ないということになるかと。 

 

中村博行委員長 ピークはすでに終わったということやね。 

 

岡山明副委員長 もう一回言ってもらえますか。単年度で１億７，０００万円

の充用額が増えているという話だったですか。 

 

上田公営競技事務所長 今までは重勝式のほうも収益は出てなかったので、重

勝式と開催収支を合わせて１，２８０万円ということでしたので、そも

そも、その部分しか解消できなかった部分があるので、ほとんどがその

リース料の返済とか、そうした部分はありましたので、今までは平成２

９年度は交付金の返済額は、まだ１億４，９００万円残しておりました

ので、単純に言えばこの１億４，９００万円とリース料返済が半分の３，

８３６万円ございました。３，８３６万円と１億４，９００万円足した

部分から１，２８０万円を引いた分になるんですが、実際は引けなかっ

た。だから１億７，０００万円の繰上充用となったということです。し

かしながら、３０年度が１億円以上ありますので、その１億円の中から

リース料を払って、なおかつ施設改善基金に積立て、そして累積赤字も

解消できるとこなので、三つの累積債務の解消と言っておりましたが、

累積債務の解消という言い方はもう３０年度の決算からはなくなるかと

思います。 

 

岡山明副委員長 残るのは結局、７，６００万円のリース代だけですよね。去

年は１，２８０万円程度払えたと。今年は最終的には、１億１，７００

万円返せるということですか。 

 

上田公営競技事務所長 予算の額でいきますけども、実際に今、重勝式の収益
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のほうについては１億円以上。予算ベースでいきますと、今の施設改善

基金の積立金４，０００万円と６，８０６万円の合計の約１億８００万

円。それと開催収支のほうで１，０００万円から２，０００万円ござい

ますので、下の額程度の収益は出るかと思います。これにミッドナイト

レースの方については、とんとんの形で収益が出ないようになっており

ますけど、これが本格的導入になれば、さらにそこの収益が入ってくる

というふうになります。 

 

中村博行委員長 そうしたら資料１は終えて、ミッドナイトレースのほうの関

係ですね。２ページ以降の中から質疑を求めます。 

 

岡山明副委員長 試験開催ということがあるんですけど、この試験走行が成功

すると今後どういう進め方されるのか。 

 

上田公営競技事務所長 これについては、業界のほうの構想がございます。た

だ周辺の住民対応がありまして、そこの住民の皆様の意向を尊重した形

がございますので、あくまでも試験開催ということで止めておりますが、

当然、競走会との体制も含めて、今後の本格的導入っていうことで、今

３０年ですけど、３１年度にどのような準備をするか、そして３２年度、

３３年度に向けて、どのような準備するかっていうのがＪＫＡ、それか

ら競走会と協議を進めております。また、試験開催が終われば、はっき

りとした部分はございますが、一応、本格的導入になれば３１年度にい

ろいろ準備を進めていくように構想しております。 

 

中村博行委員長 内部的にはずっと協議はされるんだけれども、公表はできな

いということやね。市民感情を含んでいるということで。 

 

河﨑平男委員 試験開催が７日ということでありますが、地元の住民対応とい

うことで入場体験等はどう考えていらっしゃるんでしょうか。 

上田公営競技事務所長 河﨑委員が言われたように、その説明が漏れておりま
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した。試験開催の１節目の日曜日を避けて、平日にしておりますけど、

２月１８日に音量測定も行いますが、夕方、暗くなった時点で通常マフ

ラーの音を発するテスト。それから、８時半以降の消音マフラーでのテ

ストということで、もちろん地元の方には１月までには回覧文書を出し

て、このミッドナイトレースはお客さんを呼ばないレースなんですけど、

特別に埴生地域の方、自治会長の方を呼んで、中でも見てもらったり、

周辺で見てもらったり、案内できるように準備していきたいというふう

に考えております。また、事前の照明テストとして、山陽の方は２月に

開催がございます。２月１２日から１４日の開催でございますが、その

日の前検日、車両検査をしますが、そうしたところも、実際にはほとん

ど音を発しないように努力します。また、選手１名から２名程度でお願

いして、実際にちゃんと照明をつけて走ることができるか、そこで一回

テストします。それで２月の１１日前ぐらいには照明が設定される状況

になります。そしてこの試験開催のときに、実際に走ってまた地元の人

も見ていただく準備はしていきます。 

 

中村博行委員長 委員会は委員会で日程調整をしようと思いますけどね。ほか

にミッドナイトレースについて。先ほど開催日数がミッドナイトで増え

るようなことをおっしゃったけども、ミッドナイトの開催日は完全にプ

ラスアルファと考えていらっしゃるんですか。 

 

上田公営競技事務所長 昼間の開催日数が４８日ということでミッドナイトレ

ースはそれプラスということになります。地元説明会でも言いましたが、

イメージ的に本場開催以外にずっとミッドナイトをやると捉えられた方

もいらっしゃいましたが、実際には１か月昼間の開催プラス、大体６日

か７日程度になるかと思います。はなから１か月に１節程度ということ

になるかと思いますけど。 

 

中村博行委員長 それに伴って昼間の場外発売に影響はありますか。 
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上田公営競技事務所長 昼間に来るお客さんには、場外発売のときの対応は当

然ありますが、昼間あっても、夜９時頃までと。若干その時間で重なる

ことがありますけど、レースそのものについてはそれ以降になりますの

で、その辺の体制はちゃんと整えられるというふうに考えております。 

 

中村博行委員長 開催日数等について、次に３ページのスタンド関係について

質疑を求めます。 

 

河﨑平男委員 基本設計実施設計について契約もやっていこうということであ

りますが、どのくらいの業者がいらっしゃるんですか。 

 

上田公営競技事務所長 これまでは基本構想・基本計画で、十数社は来られた

かと思います。 

 

河﨑平男委員 今後整備事業に掛かるんですが、工事についての業者は何社く

らいですか。 

 

上田公営競技事務所長 工事については、まだそこまではちょっと構想の中で

は考えておりませんが、この基本設計実施設計の中で常に関係課、建築

住宅課とも話をしておりますので、そうしたところと密に連携を重ねて

考えていきたいと思います。今の時点では何社かとどうかっていうのは、

はっきり答えられませんが、できるだけのうちのほうも効果のある工事

ができるように、手続はちゃんとしていきたいといふうに思います。 

   

岡山明副委員長 今回、スタンドということで、コンパクトな整備、新設とい

うことなんですけど、肝腎な部分は債務負担行為の中にもありますけど、

スタンドが昭和４０年ということで築５１年たっているような建物です

ね。それに対して耐震の件を平成２６年にやっているんですけど、スタ

ンドの耐震化の調査はスタンド全体でやっていると思うんですけど、残

るスタンドに耐震化の不安はないですか。 
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上田公営競技事務所長 今回、耐震診断を行いましたし、基本構想・基本計画

の業者なんかもそうした耐震関係も考慮した上で構想を練っております。

あくまでも耐震改修が必要だというふうに対象となった東西スタンド。

これはほぼほぼ、解体ということで耐震改修の対象の建物はほぼなくな

ります。減築で西側スタンドの一階部分が残りますけど、耐震改修とい

うのは上の建物があるから当然一階二階に今いろいろな補強しなければ

ならないとかあるんですけど、上の建物がなくなることによって、一階

部分、それも一階の屋根を撤去して屋根の構造も変えるということでご

ざいますので、若干少し補強は必要かもしれませんけど、ほぼこの構想

で耐震改修の対象の部分はなくなるということで、投票センターは先ほ

ど残ると言いましたけど、あそこも大体対象ではございますが、壁を一

つ設けるぐらいで、崩す対象ではございませんので、そうしたことを踏

まえてこの構想ができております。 

 

河﨑平男委員 ファンに対しての配慮というか啓発はどのような形でやってい

くか。それと中に入られている業者にはどのように説明されるんですか。 

 

上田公営競技事務所長 まだ構想段階ですが、センターホールというのは残し

ていきます。どうしてもお客さんの流れっていうのも重視して、当然イ

ベント等、いろいろなステージもございますので、そこで食事をすると

いうところもございます。だから、そういったところもちゃんと動線を

考えながら、今回この構想を作っておりますので、コンパクトな施設の

中には売店程度のものはございますけど、ちゃんとした食事は今の３業

者がありますけど、そういった部分ができるよう動線を作って、西から

行けば、ハイビジョンホールがありますけど、そうしたところはちゃん

と考えていきたいと思います。お客さんに向けては、またしかるべき段

階なったときにちゃんと報告して、こうしたコンパクトな施設にすると

いう方向性については、私たちも見に行ったんですけど、近くにある徳

山競艇がございます。あそこもコンパクトな施設ができております。両



28 

 

側に古い特席の建物がありますけど、将来的には何か整備されるんじゃ

ないかなというふうには思いますが、その徳山競艇のコンパクトな施設

も参考にしております。徳山競艇は吹き抜けでもう少し大きい部分でし

たけど、今回のオートについてはその吹き抜けの部分をのけたぐらいの

大きさになっておりましたので、そうした部分と減築部分で残した部分

をうまく活用して、お客さんが十分に快適に遊ぶことができるような、

施設を目指しております。 

 

河﨑平男委員 ４ページの鳥かん図を見ると、その解体後にファンの交流広場

はないようですが、徳山はずいぶんそういうことで配慮されていますが、

山陽オートはどういうふうな特色を出されているんですか。 

 

上田公営競技事務所長 あくまでも施設に絞って書いております。左の残った

部分が更地のような状況になっても、滑り台のようなものを建てていま

すけど、必ずこれを建てるということではなくて、一応、日本写真判定

と協議している部分で日本写真判定の方は、いろいろお客さんが快適に、

また子供さんも、もうちょっと活用できるようなものを今、考えており

ます。ちょっとこの場所になるのか、昔あった子供広場のところを返す

のか、その辺は今日本写真判定のほうも考えておりまして、これもお客

さんにもちゃんと報告して、そうしたところは整備していきたいと思い

ます。今後、開いたところは一階の建物でも二階をスタンドにする等、

よその場を見てみるとお客さんの状況に合わせてそうしたところを立て

ているとこもございますが、いろいろな効果を踏まえて将来的には何か

できることがあるかもしれませんが、まずはここでコンパクトにして、

そこからいろいろな活用を考えていくということになるかと思います。 

 

河﨑平男委員 埴生駅との陸橋がありますよね。無人駅になってあそこを通る

人を見たことがないんですよ。 

 

上田公営競技事務所長 陸橋については当時、ＪＲで来られるお客さんも多か
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ったと思います。今回スピード王の宣伝の中にも入っていますけども、

昔は埴生駅から臨時列車が出たりとかで帰りの切符のサービスもあった

りして、私も自分が担当していてかなりのお客さんが来ました。でも今

は、交通形態が変わってほとんど９０％以上が車だと思います。陸橋に

ついては将来的には何らかの措置を考えないといけないと思いますので、

そうした部分は今日本写真判定と協議しながら、あそこの陸橋をどうす

るかとか、考えております。ミッドナイトをすることによって、施設改

善基金を蓄えて、そうした部分の措置ができるように考えてまいりたい

と思います。 

 

中村博行委員長 ほかはいいですか。 

 

水津治委員 この工事に関係して、場外なり本場開催なり開催日数は、工事と

並行してされるのかお尋ねします。 

 

上田公営競技事務所長 一応、私たちの構想としては本場開催も審判が肝にな

りますので、審判の仮設棟を造って、本部は残る西側の特席等に移設し

て本場開催をしながら、発売所が第５投票所で西側のほうになりますの

で最初一段階として崩すところについては、発売もできますので、でき

るだけ本場開催しながら場外発売しながら、コンパクト施設ができれば

そこに機能は全部移りますので、西側を解体する間は当然できることで、

何日間かどうしてもできない部分があるかと思いますが、できる限りで、

そこはできる体制でやりたいというふうに考えております。ちなみにほ

かの場の浜松とか川口のほうでは、場発売もできない、本場開催がどう

してもできないという日はあるみたいなんですけど、山陽場としては、

そこはできるだけないようにしたいというふうに考えております。 

 

奥良秀委員 今、ずっと説明を受けて、山陽オートレース場の借金が、少しず

つ早いピッチで返されていくことの説明を受けて、とても嬉しいなと思

いました。分からないことが２点ほどありましたので、質問させていた
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だきます。まず一つが日数なんですが、先ほど日中プラスアルファとい

うお話があったんですが、日中にやって、その後、夜をやるのかそれと

も別の日にやるのかというのは、どういうふうになっているのでしょう

か。 

 

上田公営競技事務所長 奥委員が言われた日数の関係ですが、昼間の開催は４

８日あります。その後のレースについては一応、ミッドナイト本格的導

入になってナイター施設が出来たとしても、これは地元説明でも行いま

したが、ミッドナイトの基本的には専門であると。じゃあナイターレー

スをやるのかっていうことがございましたけど、お客さんの要望といろ

いろ聞きながら、１節、２節、例えば盆レースとかでやる可能性はある

かもしませんけど、やっぱり山陽場の商業圏といいますか、そういうと

ころも考えて、あまりナイターレースでは飯塚とか伊勢崎、川口のよう

に収益が出ると余り見込めてないので、主にはミッドナイト専門になる

かと思います。 

 

奥良秀委員 もう一点なんですが、工事の工程計画があるんですが、工事工程

が４０か月予定されているんですが、各工程があると思うんですが、こ

れは例えばＡの１次の工事、２次の工事、３次の工事と工期を分けてや

られるのかお分かりでしょうか。 

 

上田公営競技事務所長 一応、この構想については、業者とも話しますが、事

前に建築住宅課と協議をしております。私は工事に携わってなかった分、

一気にできるかと思いましたけど、東西スタンドということで、基本的

には１期工事、２期工事という形にはなると思います。 

 

奥良秀委員 その中で、概算の工事費が１５億円、その他改修工事を入れると、

１８億、１９億円という工事費用になってくるんですが、基本的に、こ

れも入札なんですが、どのぐらいの規模でＪＶとか地元業者とか、そう

いうことは今の段階では考えられているでしょうか。 
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上田公営競技事務所長 細かいところは、まだまだ今後、関係課とよく協議し

ていかなければなりませんが、解体については当然、解体業者になりま

すけど、その他の新設改修、またその他の工事の中には外構とかいろい

ろな電気施設とかございますので、主体的な工事に関わる部分について

は、できるだけ地元の山陽オートということで、当然、市の工事の方向

性を尊重して、ちゃんとその辺は地元にも効果のある工事ができるよう

なところで考えていきたいというふうに思っております。まだ今の段階

では具体的にはあれですけど、ここの構想に持っていくまで考え抜いて

きたので、業者については今後、関係課、建築住宅課それから管理室等

ございますが、そうした部分とよく協議しながらやっていきたいと思い

ます。 

 

奥良秀委員 今出ました、建築住宅課ですね。ここで例えば別の常任委員会に

なるんですが、市民館であったりそういうところっていうのが、かなり

そのまま発注はしているけど不落札であったりとか、そういった問題が

かなり起きています。そういった問題にならないように、設計は設計業

務できちんと完成品を頂いて、入札を行っていただけるように、これは

もうこの山陽小野田市の公共工事というものが、みなさん御存じだと思

いますが、今、設計業務に対して、すごい不安があるんですよ。だから

そこをきちんと管理、あとは見られる人は、一般質問でもさせてもらっ

たんですが、人数を増やすとか、そういったことによって、この工程表

が本当にこの工程でできるように、進められるような人員、技術を集め

ていただきたい。これは意見として要望としてお願いします。 

 

中村博行委員長 これは懸念されるところなので十分留意されて進めていただ

きたいと思います。 

 

岡山明副委員長 スケジュールを確認したんですけど、２０２０年はオリンピ

ックの年ですよね。オリンピックの年に本場の部分に関して、パラサイ

クリングの練習会場として使われますよね。２０２０年の前半に練習さ
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れるんでしょうけど、その練習の期間とアスベストの補修じゃないけど、

その工事とぶつかっちゃうみたいな感じがあって、その間おそらくオリ

ンピックの春先の部分で、パラサイクリングとして実際問題で使えるか

どうかという、アスベストという表現が抱えているから、ちょっと不安

を感じたんですが、その辺は問題ないですか。 

 

上田公営競技事務所長 アスベストは当然、気を付けてあります。実際パラサ

イクリングの合宿については、競走路から選手宿舎。そちらのほうにな

りますので、そうした危険性はないというふうに捉えています。実際に

これまでも調査する中でやはり当然、本場開催のときには、もうお客様

を入れないところになりますが、今回アスベスト除去については当然、

東西スタンドにお客さんがいない、場外発売のときにやるかもしれませ

んけど、かなり処理については今までも見たことありますけど、いろい

ろな外に漏れないような処理をして、そして厳重な、業者のほうも体を

覆うような宇宙服のような防御をしてありますので、内にも拡散しない

ように処理はされているんですけど、それについてはまたお金が掛かり

ます。たしか億単位の分がございますので、直接そうした部分への影響、

もちろんパラサイクリング合宿の選手もそうですし、それから一般のス

タンドに入ってくるお客さんにも影響がない日を選んで、そしてやって

いきたいと考えております。 

 

中村博行委員長 今までアスベストの問題については、ほとんどないみたいな

答弁が執行部からあったんですが、改めて出てきたというのは、オート

レース場については今まであまり調査がされていなかったということで

すか。 

 

上田公営競技事務所長 調査はちゃんとしております。法令に定められたもの

なのでアスベストが拡散しないように、処理を行っておりますけど、今

回は解体になりますけど、解体する前にその処理を行ってその後に解体

となりますので、解体はアスベスト処理と一緒にできるのかと思いまし
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たけど、基本構想の中でこれは別の工事になるということで、工事費を

節約しなければならなかったんですけど、ここの部分はやむを得ないと

思っています。 

 

岡山明副委員長 最後に聞きたいんですけど、約１９億円くらい使うみたいな

んですけど、今、山陽オートに負債が１９億８，０００万円くらいある

と思うんですけど、同じような金額が使われるということで、大丈夫な

のかなと思ったんですが。また一気に１９億円という借金を抱えるとい

う状況の中で、今回みたいに、重勝式で１８億円くらいの売上げがあっ

たんでしょうけど、それが定着する形になれば１億円の返済が進むとい

う状況なんでしょうけど、一気に１９億円というこの金額は市民の納得

がいくかどうか、その辺ちょっと、今、不安を感じているんですけど、

その辺はどういう形で数字をはじき出されたか、私、理解できんのです

けど、それだけちょっと話していただきたいんですが。 

 

上田公営競技事務所長 これについては、今、いろいろな形の中で事業を推進

しております。今後、もちろん開催収支による収益増、それから重勝式

による収益、そして施設改善基金にも積立てていきます。その次にミッ

ドナイトの試験開催も行っておりますが、今後オートレースの事業の推

進の中で国庫補助も活用しながら基金確保にも努めて、実際、この工事

に関して、ランニングコストはあれですけど、実際の工事費約１５億円

について、これに国庫補助、単純に主体工事の３分の１というと３億円

程度ございます。基金が４億円と考えても残りの額についても、業界の

各関係機関といろいろ連携しております。こうした部分で財源を確保し

ていけるように、調整を行っておりまして、これに伴って施設改修を行

ってまいりたいと思いますので、その方向でこの設計をまず３０年度取

り掛かりたいというふうに考えております。 

 

中村博行委員長 実質的には１５億円のうち半分くらいということですね。ほ

かにはありませんか。全般でこれだけはというのがあれば。写真を含め
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て。それでは質疑を打ち切ります。それでは議案第９９号に討論はあり

ますか。（「なし」と呼ぶ者あり）討論はありませんので、採決に移り

ます。議案第９９号、平成３０年度山陽小野田市小型自動車競走事業特

別会計補正予算（第２回）について賛成の方の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして議案第９９号は可決すべきも

のと決定しました。以上で終わります。ここで職員入替えのため休憩で、

５０分から再開です。 

 

午前１０時４３分 休憩 

 

午前１０時５０分 再開 

 

中村博行委員長 それでは休憩前に引き続きまして委員会を続開いたします。

それでは審査番号２番議案第９６号平成３０年度山陽小野田市地方卸

売市場事業特別会計補正予算（第１回）について説明を求めます。 

 

河合経済部長 審査に入っていただく前に、まず去る１２月２日に市卸売市場

におきまして農林水産まつりを開催させていただきました。当日は天候

にも恵まれましたが、イベント等も一新いたしまして、例年になく盛り

上がりが見られたところでございます。この農林水産まつりに産業建設

常任委員会の皆様にも御参加いただきまして誠にありがとうございまし

た。今後とも農林水産業の振興につきまして御理解、御協力またしった

激励のほどどうかよろしくお願いします。どうもありがとうございまし

た。 

 

中村博行委員長 本当に農林水産まつりは大盛況でよかったですね。一番成功

した原因は何だと思いますか。 
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河合経済部長 このたびイベントを一新いたしまして、企画のほうをお願いし

たところ非常に盛り上がりました。そこが一番の成功の原因だと考えて

おるところでございます。また来年以降もよろしくお願いいたします。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 それでは議案第９６号平成３０年度山陽小野

田市地方卸売市場事業特別会計補正予算について御説明いたします。４

ページ、５ページをお開きください。今回の補正は、９月議会におきま

して、平成２９年度山陽小野田市地方卸売市場事業特別会計歳入歳出決

算が認定されました。この決算におきまして次年度繰越金が１５万円と

確定いたしましたので、それに係る歳入の補正でございます。まず、下

の段、３款１項１目繰越金は、先ほど申しましたように、次年度繰越金

の確定額が１５万円となりましたので、当初予算の１万円との差額１４

万円を増額するものです。それに伴いまして、２款１項１目一般会計繰

入金は、当初予算７５２万円から１４万円減額し７３８万円とするもの

です。以上御審議くださいますようよろしくお願いします。 

 

中村博行委員長 ざっと説明がありましたが、質疑を求めます。 

 

河﨑平男委員 これについては一般会計繰入金が減ということでありますが、

今年度の取扱高が増えているということですよね。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 この特別会計については施設の維持管理に

係るものでございますので、市場の取扱いとは関係ございません。 

 

中村博行委員長 運営は関係ないということやね。 

 

河﨑平男委員 一般会計繰入れが減ったんでしょ。減ったということはそれほ

どこの会計が良かったということやろ。なら、一般会計繰入れが減る必

要はないやろ。取扱いがあったからということやろ。そういう解釈でな

いとプラマイゼロということにならんやろ。 
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中村博行委員長 繰入金の減額の理由よね。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 市場の運営とは関係ないと先ほど申しました

けれども、歳入のほうで使用料及び手数料のところで市場からの歳入が

ございます。それが少し予算よりも多かったということも一つ原因とし

てあります。 

 

中村博行委員長 多いから使用料が増えるね。普通考えれば市場の内容が良く

なったために使用料が増えたんではないかと。それで繰入金が減額され

たんではないかというようになると思うんですけど。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 ９月のときにも御説明いたしましたが、委託

料で入札による残など不用額が８１万５，０００円ありました。それが

最も大きな要因と考えており、結果、繰越金が１５万円ほど発生したと

いうところでございます。 

 

中村博行委員長 委託料は減があるんか。市場のことを聞いておこうかね。市

場について何か特段変わった状況があれば、この際ですので取締役会と

か何らかあれば。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 市場の運営につきましては、かねてより、い

ろいろ御指摘をいただいておるところでございます。その中でこのたび

中央青果と青果販売、これの経営状況等の外部監査を先日、市外にあり

ます税理士さんにお願いしたところでございます。 

 

中村博行委員長 まだそういう段階であるということですね。 

 

中岡英二委員 今、市場内において商品の調達というか産地でも出荷量という

のが増えています。その辺の入荷量は小野田の市場においては、かなり
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入荷されて売り残しがないように販売されているのかお聞きしたいん

ですが。 

 

深井経済部次長兼農林水産課長 通常の競り、あるいは相対で売れ残りがない

ようにしておるところでございます。ただ、どうしても売れ残りが出た

という場合につきましては、以前からも御説明していると思いますけれ

ども青果販売が買取りをしております。そういったところで売れ残りの

ないように努めているということでございます。 

 

中村博行委員長 表立ってはそういうことやね。よろしいですか。それでは質

疑を打ち切ります。討論ございますか。（「なし」と呼ぶ者あり）討論

がないようですので、採決に移ります。議案第９６号平成３０年度山陽

小野田市地方卸売市場事業特別会計補正予算第１回について賛成の方の

挙手をお願いいたします。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして、議案第９６号は可決すべき

ものと決しました。それでは引き続き審査番号３番議案第１１３号山陽

小野田市商工センターの指定管理者の指定について説明を求めます。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 商工労働課河口です。よろしくお願いいたし

ます。説明の前に、議案第１１３号、１１４号共にありますが、参考資

料について説明します。事業者とのヒアリングと実績報告書を基に作成

しました指定管理者評価表、指定管理者制定委員会審査集計表、公募に

当たり事業者に示しました指定管理者募集要項、管理業務仕様書、指定

管理者審査基準表、事業計画書のほうも添付させていただいております。

それでは、議案第１１３号山陽小野田市商工センター指定管理者の指定

について御説明いたします。本市の公の施設である山陽小野田市商工セ

ンターの指定管理者を小野田商工会議所に指定することについて、地方
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自治法第２４４条の２第６項の規定に基づき、議会の議決をお願いする

ものでございます。山陽小野田市商工センターにつきましては、平成３

１年３月３１日で３期目の期間が終了いたします。このことから、４期

目の指定管理者について、市広報１０月１日号及びホームページにおい

て、平成３０年１０月１日から１０月３１日までの期間で募集いたしま

したところ、小野田商工会議所１団体から応募があり、１１月１４日に

指定管理者選定委員会を開催し、審査基準に基づき審査を行いました。

参考資料②の審査集計表のとおり６名の審査委員（行政４名、学識経験

者１名、公募１名）により４つの審査項目について審査を行いました。

審査結果は５０点満点で審査平均点３９．８点となり、基準点の２５点

を上回りましたので、小野田商工会議所を指定管理者候補者に選定する

ことになりました。指定の期間は平成３１年４月１日から平成３４年３

月３１日までの３か年で、指定管理料につきましては３か年で限度額は

１，５９５万円です。指定管理業務仕様書に記載した維持管理の内容を

実施するために必要な人件費等を算定し、前回の額から税抜きで１年間

９４万８，０００円の増額としております。以上で説明を終わります。

御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長 いきなりこれだけの資料が出たので若干時間をいただこうと

思いますが、もうあればどうぞ。 

 

岡山明副委員長 指定管理は三階、四階と指定されていますよね。一階、二階

とほかの階はどうなっているか確認したいんですが。どういう管理をさ

れるか。指定管理とは別なんですけど。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 一階は商工会議所にお貸ししておる状況でご

ざいます。二階も商工会議所のほうにお貸ししていまして、その会議場

所につきましては商工会議所のほうで管理をしていただいています。三

階、四階が市の貸館ということで、そこの申請書を出していただいて、

そこの使用料を市のほうに納めていただいているというのが現状でござ



39 

 

います。 

 

岡山明副委員長 そうすると、二階は商工会議所が貸し出すという形だったん

ですね。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 その通りでございます。二階までお貸しして

いますので、小野田商工会議所が貸す申請をしておられます。 

 

岡山明副委員長 あと、問題は市の使用料と商工会議所の使用料の差はないん

ですかね。あくまでも市の管轄の料金徴収になっているか確認したいん

ですが。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 三階も二階も条例に基づきまして同じ内容で

使用料を納めていただいているということでございます。 

 

奥良秀委員 指定管理者選定委員会の件について教えていただきたいんですが、

指定管理者選定委員会の選定基準というのはどういったものがあるでし

ょうか。 

 

佐貫企画政策課行革推進係長 企画政策課の佐貫と申します。指定管理を統括

しておりますので、私のほうから回答させていただきます。指定管理者

の選定委員会については、市のほうで指定管理者制度事務マニュアルと

いうのを設けております。その中でメンバー構成についても決めており

まして、市の職員とあと公募の委員等によって構成することになってお

ります。市の職員については４名で公募の委員については基本的には３

名から２名というふうになっております。公募の委員がいない場合は学

識経験者ということで、例えば商工会議所の会計とかに詳しい方とか、

施設の状態に詳しい方について学識経験者を選定するようになっており

ます。以上です。 
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中村博行委員長 この審査員の人数は限定されているんですか。柔軟に対応さ

れるんですか。 

 

佐貫企画政策課行革推進係長 人数は市の職員は４名で決まっておりまして、

公募の委員あるいは学識経験者は３名以内となっておりますので、合計

で７名以内となっております。 

 

奥良秀委員 今、学識経験者という説明があったんですが、昨日、総務文教常

任委員会のほうでも例えば市民館であればスポーツ等に精通されておら

れる方が学識経験者に入るというような説明があったんですが、今回こ

の商工会議所の場合の学識経験者の定義というのはどういったところに

なるんでしょうか。 

 

福田商工労働課商工労働係長 商工労働課の福田です。商工センターにつきま

しては、商店街等の振興組合、そういったところの商業について知識を

有されている方を学識経験者ということで依頼をさせていただいており

ます。 

 

奥良秀委員 ということは、商店街の組合の組合長さんとかそういう方でよろ

しいですかね。 

 

福田商工労働課商工労働係長 そういった団体に委員の推薦をさせていただき

まして、御推薦をいただいた方を学識経験者として選定させていただい

ております。 

 

岡山明副委員長 この商工センターの建物自体は市の所有なんですかね。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 市の所有でございます。 

 

岡山明副委員長 一階、二階の商工会議所のうんぬんという話が出ていたんで
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すけど、これは一階、二階の取扱いはどういう形になっているんですか。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 一階、二階を占用するという形で商工会議所

から申請をいただいて使用料を頂いておるところでございます。 

 

岡山明副委員長 商工会議所が一階、二階を占用して使っているというのと出

張所がありますよね。あそこのレストランが今、空いておるんですが、

あの部屋は商工会議所から家賃を徴収しているんですか。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 基本的には貸しているときは貸しているとこ

ろから使用料を頂いていましたが、今、空いていますので市の所有にな

っております。今、あそこを相談所にしようということで今年度の予算

で計上させていただきますので、そこはうちが主体として相談所という

ことにしておりまして商工会議所が使われるということも一応許可しよ

うというふうに思っております。 

 

岡山明副委員長 駐車場の件なんですけど、使用料というのは市の規制か何か

に料金が決まっているんですかね。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 基本的には駐車料金は市に入ってきてはおり

ません。商工会議所の管理でやっていただいているということになりま

す。 

 

河﨑平男委員 指定管理者を指定しての効果はどんなところがあるんですか。 

 

福田商工労働課商工労働係長 今、商工センターのほうは商工会議所さんに現

在も指定管理をしていただいておりまして、三階の貸館部分で商業に関

する珠算検定であったり、講座であったり、また、物産展をやったり、

そういった団体と広くつながりのある会議所が商業振興に資する事業で

あったり、検定であったりを広くＰＲしていただいておるという状況に
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なっております。 

 

河﨑平男委員 そういう効果があるということで、その使用される件数という

のは年々増えているんですか。 

 

福田商工労働課商工労働係長 使用の状況については実は近年で落ち込んでい

るところもございまして、このたび、この選定委員会のときに以前は７，

０００人ぐらいの利用があったんですけれども、現在３，５００人ぐら

いに落ち込んでおりますので、また多いときの水準に戻すための例えば

今まで使ったことのないような女性の団体であったり、地元の自治会で

あったりそういったところにもしっかりＰＲして使っていただくような

働き掛け、取組をしていきたいというお話も候補者から出ております。 

 

中村博行委員長 これは公募をされたんでしたよね。ずっと１社だけというこ

とですけども、公募の意味がないような気がするんですが、建前上され

ているんじゃないかと思うんですけども、その辺りについての考え方と

いうのはありますかね。 

 

佐貫企画政策課行革推進係長 残念ながら今回の指定管理者７施設ほど更新に

なっておりますが、一つは単独指定といいまして、公募はしていないん

ですが、それ以外のところは一社しかありませんでした。ただ問合せが

ある場合もありますし、昨年度、公園で２社公募があって選定した場合

もありますので、公募というのはしていかなければならないというふう

に考えております。 

 

藤岡修美委員 指定管理料、それが今回４８４万８，０００円上がっています

けど、その根拠がありますか。 

 

福田商工労働課商工労働係長 こちらは仕様書に示させていただいております

管理事業を適正に管理していただくために、人件費等を市のほうでいま
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一度精査させていただきまして、今までは三階、四階の指定管理なんで

すけれども、もちろんこの商工センターというのは土日も貸館業務とし

て開いてるところもございまして、商工会議所さんの持ち出しと言った

らなんですけれども現在の指定管理料ではなかなか厳しい部分もあった

というふうな報告も受けておりまして、市で改めまして適正に使われた

方にも不便のないようにきっちり管理ができる体制というのを積算させ

ていただいた結果、今回、人件費等の積算を増額させていただきまして、   

今回の数字とさせていただいております。以上でございます。 

 

中村博行委員長 確か前回私の記憶ではもうはなから少ないじゃないかという

ような指摘があったような気がするんですよ。そういうことも加味さて

れているということですかね。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 委員長の言われるとおり前回のとき、委員会

記録を見ている中でも初めから少ないではないかという御意見もあった

ところもあります。今回その辺も含めて商工会議所とも意見交換をする

中で、先ほど福田が申しましたように人件費の関係が十分でない。持ち

出しという意味ではないんですけども、負担があったりするということ

もありましたので、そこをもう一度精査させていただいたということで、

今回はこういうことで増額をさせていただいたというのが現状でござい

ます。 

 

中村博行委員長 単独で競争原理が働かないという懸念もあるし、逆にこの施

設は主に商工センターが使えるのが一番ベターというかベストという感

じも受けるんですよね。これで３年と５年の本会議場でもあったと思う

んですけど、こういった施設は労働会館も含めてですけど、見直してこ

こが一番ふさわしいと思われたら５年ということの変更とかは考えられ

ないんですかね。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 商工センターは一時期５年というのがござい
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まして、それが前回から３年になったということでございます。基本的

には管理の維持というのがメインで、貸館業が多いのとその中で商工会

議所を通してのいろいろな利用増をしていくということになりますので、

今のところ状況の変化も多分出てくると思いますので、３年の期間です

れば適宜的に使用料の見直しとかもできるのかなというふうに思ってお

ります。 

 

河﨑平男委員 指定管理料は少ないほど評価が高いということですよね。そう

いう理解をしておいてもいいんですか。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 審査の基準の中でも、うちが積算したものよ

りも少ない委託料でできるということになれば、点数が上がってくると

いうことでありますので、それだけの経営的な努力もされるということ

も含めまして点数が上がっているということになります。 

 

河﨑平男委員 そしてこのたびは上がっているということは、そういう意味に

なるんですか。指定管理料が人件費等について少ないほうが実際はいい

んではないんですか。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 少ないほうがいいんですけど、適正に先ほど

お話ししましたように人をこういうふうに充てていくということに当た

って商工会議所のほうが少しきつい思いをしながらされるというとこを

精査しましょうということがありましたので、上がったと。その上がっ

た中で商工会議所も管理をする中でも少しでも安くできないかというこ

とで、若干下がっておったという状況でございます。 

 

中村博行委員長 ちょっと膨大な資料だからね。この資料っていうのは前もっ

て頂くということはできないのかね。前、都市計画かどこかで公園のと

きに指定管理については前もって頂いていたような記憶があるんですが。 
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河口経済部次長兼商工労働課長 申し訳ありません。今日お手元に入ったとい

うことになりますので、次回からは早めに提出をしたいと思っておりま

す。 

 

中村博行委員長 そのほうが、委員会審査が円滑にスピーディに進むと思いま

す。概ねは今までどおりということだろうと思いますけど。 

 

奥良秀委員 これが指定管理者のことに関係あるかどうか分からないんですが、

小野田商工会議所さんのほうから、今、商工会議所の外観は、かなり老

朽化が進んでタイルも剥落している中で、こういうふうな改善を要請し

ますよというようなお願いみたいものは挙がってきているでしょうか。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 商工会議所のほうからは、特に市がこういう

ふうに考えておるからということで意見はありませんが、市としても今

の外壁の状況は地域の方々のお話も伺う中、総合管理計画の個別計画を

３２年度までに策定するということもありますけども、それも含めて、

まだあそこは新耐震基準でありませんので、また一緒に調査もするかど

うかというとこも含めて検討して、もし、そのまま維持していくのであ

れば耐震の改修と合わせてしていくほうがいいのかなと担当では思って

おりますが、それは今検討中でございます。地域の方とか外部の方から

見た目とかは言われますし、今、危険な箇所だけを取り除いたとこでご

ざいますので、側面と裏面というのはまだ費用は掛かると思っておりま

すので検討していくということにしております。以上でございます。 

 

奥良秀委員 私は、商工会議所はよくお邪魔させてもらう施設なんですが、も

う漏水が外観から見てもらえば分かるんですが、ひび割れであったり硬

度ジョイントであったりいろいろありまして、かなりの老朽化が進んで

います。雨漏りあったり、立て付けが悪かったり、いろいろな苦情とい

うか、自分が使っていても壁が剥げてきているとかもありますので、そ

ういったところも使用者の減少につながっていると思いますので、３２
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年度というお話もあるんですが、早期にやっていかないと、今度はもし

かしたら指定管理者をしてもらえないかもしれませんよね。１社しかな

いのにしてもらえなかったらどうするのという話になりますので、そう

いったことも考えていただいて、できるだけ早期に検査などはしていた

だきたいと思いますので、要望としてお願いします。 

 

中村博行委員長 市の公共施設の再編計画等々の中にどのような位置付けにな

っているかということもあろうかと思うんですけど、その辺、今の要望

ということではなくて商工センターの建物自体についてどういうふうな

考え方をされているかということで。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 商工センターの在り方ということも含めてそ

のまま継続していくという考え方と、それから複合的なものも考えるべ

きかなということもありまして、これをどういうふうにしていくかとい

うことも含めて検討段階にあり、検討するということでございます。以

上です。 

 

水津治委員 この指定管理は三階と四階となっておりますが、仕様書３の項目

で１から７まであるんですが、一階と二階にも電気、空調、エレベータ

といったものがあると思うんですが、これは面積に応じて案分してある

のか、三階、四階を指定するとしながら４の仕様書では全体を示してい

るように思えるんですが、どうでしょうか。 

 

福田商工労働課商工労働係長 今、議員さんのほうから御質問があったエレベ

ータの保守や空調の維持管理等につきましては、今言われましてとおり

指定管理は三階、四階となっておるんですけれども、こちらのほうは面

積案分とかにはなっておりませんので、一体として維持管理をお願いす

るというふうな形の仕様書となっております。 

 

中村博行委員長 それも含めた指定管理料ということですね。ほかにはよろし
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いですか。それでは、質疑を打ち切ります。よろしいですね。それでは

討論はございますか。（「なし」と呼ぶ者あり）ないようですので、採

決に移ります。議案第１１３号山陽小野田市商工センターの指定管理者

の指定について賛成の方の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして議案第１１３号は可決すべき

ものと決しました。引き続いて、審査番号４議案第１１４号山陽小野田

市労働会館の指定管理者の指定について。執行部の説明を求めます。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 それでは、議案第１１４号山陽小野田市労働

会館指定管理者の指定について御説明いたします。本市の公の施設であ

る山陽小野田市労働会館の指定管理者を日本労働組合総連合会山口県連

合会西部地域協議会に指定することについて、地方自治法第２４４条の

２第６項の規定に基づき、議会の議決をお願いするものでございます。

山陽小野田市労働会館につきましては、平成３１年３月３１日で４期目

の期間が終了いたします。このことから、５期目の指定管理者について、

市広報１０月１日号及びホームページにおいて、平成３０年１０月１日

から１０月３１日までの期間で募集いたしましたところ、日本労働組合

総連合会山口県連合会西部地域協議会１団体から応募があり、１１月１

４日に指定管理者選定委員会を開催し、審査基準に基づき審査を行いま

した。参考資料②の審査集計表のとおり６名の審査委員―行政４名、学

識経験者１名、公募１名―により四つの審査項目について審査を行いま

した。審査結果は５０点満点で審査平均点３８.０点となり、基準点の２

５点を上回りましたので、日本労働組合総連合会山口県連合会西部地域

協議会を指定管理者候補者に選定することになりました。指定の期間は

平成３１年４月１日から平成３４年３月３１日までの３か年で、指定管

理料につきましては３か年で限度額は２，０２８万円です。指定管理業

務仕様書に記載した維持管理の内容を実施するために必要な人件費等を
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算定し、前回の額から税抜きで１年間８万４，０００円の増額としてお

ります。以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 

中村博行委員長 説明が終わりましたので質疑を求めます。 

 

河﨑平男委員 指定管理者を指定してどういうところに効果がありましたか。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 こちらも主に施設の管理、それから貸館とい

うことになっております。指定管理者につきましては、利用を促進する

ために相談業務も含めて業務をしていただいているところでございます。

あとは快適な使用ができるということ、またリピーターを増やすという

ことになろうと思っております。以上でございます。 

 

岡山明副委員長 この労働会館も駐車場があると思うんですけど、この駐車場

の料金はどうなっているんですかね。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 駐車場は無料でございますので、どこにもお

金は入ってきておりません。 

 

岡山明副委員長 話が戻るんですけど、商工センターは有料ですよね。そして

こちらは無料と。何の基準をもって有料と無料というのがあるんですか

ね。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 商工センターの駐車場につきましては、そこ

は意外と街中でございまして、労働会館も街中といったら、そうですけ

れども、そこに置いてどこそこに行かれるという方がおられますので、

商工会議所としてはそこを管理する上で使用料を取っておられると。労

働会館につきましても隣にショッピングモールがありまして、十分な駐

車場もありますので基本的には労働者のために利用されますので、取っ
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てないのだろうと思っております。 

 

岡山明副委員長 非常に苦しい回答ではないかと私は思ったんですけど、有料、

無料にする市の分け方の明文化された規約などはありますか。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 商工センターにつきましては、基本的に整備

をするのにも商工会議所のほうにお願いしております。労働会館につき

ましては、整備は市のほうで、当然修繕も含めて大きなものは市のほう

でやるということになっておりますので、その辺の違いで使用料の関係

を会社のほうで取っていると。金額的には余り大きなものではなく、使

用される方については基本的にその日、帰られる分でいちいち全部取っ

ているわけではございませんので、館を利用される方については取るの

ではなくて、そこに置いてよそに行かれるとかそういう方について駐車

料金を取っているというのが現状だというふうに思っております。 

 

岡山明副委員長 今、商工センターのほうは利用者の方も駐車料金取りますよ。

よそに行かれる方が駐車料を払うと言われましたけど、利用者も駐車料

金を徴収されています。そういう部分の話が違うんですけどね。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 基本的にはそういう方は１台５０円ほど取っ

ておられるということでございます。置いて行かれる方については、５

００円ほど取っていると。差は付けておられるみたいでございます。だ

から利用される方のブースとか使われる場合は、そこに行かれて用があ

ってすぐ帰られる方についてはそういうことではないと思います。集会

とかに出られた方についてということでございます。 

 

岡山明副委員長 そういうことで委託といいますか、貸している商工会議所の

駐車料金とは個別に決められると。市がうんぬんではないと。あくまで

貸している商工センターのほうで駐車料金を決定されるということで市

に関しては駐車料金の金額的関与はないということで、文書もないとい
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う解釈でいいですね。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 そうです。金額についても膨大な金額とかで

はない限り、うちのほうもお話しをすることはないと思っております。 

 

藤岡修美委員 指定管理料なんですけども、評価表の一枚目の指定管理料６０

８万円という記入があって、その裏のページの収入状況のところの指定

管理料が２８年度実績で６５６万６，４００円。で、今回の単年度の指

定管理料が６１６万４，０００円になっていますけれども、この違いと

いうのはなんなんですか。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 これは消費税が入る前の金額でございまして、

消費税を入れるのが３１年度は基本的には９月までが８％の消費税、１

０月以降が１０％の消費税ということでそこで積算をしているところで

ございます。後は先ほど申し上げましたように人件費、最低賃金も上が

っておりますのでそれも加味しましたところで、今回１年間で８万４，

０００円ということで増額、これ消費税前ですけども、増額していると

いうことでございます。 

 

中村博行委員長 利用状況で年々人数が減っているという状況でこれの原因

と考えられるようなことが分かりますか。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 利用についてはほとんど労働者のための会と

いうことも含めてあったんですけど、普通の卓球教室も当然含めて定期

的に利用者がおられます。後は組合としての集会の数がちょっと減って

きているということもあるかもしれません。その辺もあって利用者も減

ってきているところもありますし、大きな催しとかも若干出てきていな

いのではないかというふうに思っています。あとは利用していただくと

ここは利用料金制ではないので電気を使うと電気代が発生するというこ

ともありますけども、できるだけ節約しながら利用していただく促進を
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していこうというふうに思っております。これはなかなか難しいところ

ではございますが。 

 

中村博行委員長 施設の維持管理での要望というのは挙がっていますか。維持

管理で改善しないといけない、例えば前回のときには暗いとか電球がつ

いてないとか細かい指摘があったと思うんですけどね。そういったこと

を含めて、その後維持管理をする上での要望等があれば。 

 

福田商工労働課商工労働係長 前回の御指摘が例えばトイレが暗い、電気が消

えているというところは自動でつくような形で普段は節電になるんです

けども、利用されるときに電気がつくように。入られてすぐ暗いという

状況ですと利用される方も利用しにくいという状況もございますので、

全く必要ないところは節電という観点から指定管理者のほうも対策は取

られておりますけれども、利用者があるときは明るく利用できる形で必

要な部分は使いやすいように電気等をつけていくようにお願いはしてお

るところでございます。 

 

中岡英二委員 指定管理の期間が３年、５年とありますが、市とのこの期間の

定期的な会合は何回ぐらいされているか。 

 

福田商工労働課商工労働係長 定期的な会合というほどのものではないんです

けれども、使用料を市に納めるということで最低でも２週間に一度は集

金にお伺いさせていただいて、そのときに状況や御意見がないか意見箱

等も設置させていただいておりまして利用者の方から館に関してのお話

とか要望とかが挙がってないかとか状況などは逐次、確認させていただ

いておるような状況でございます。以上です。 

 

中岡英二委員 そういう利用者の要望などは指定管理者とどのように解決す

るかという会合についてお聞きしたんですが。 
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福田商工労働課商工労働係長 市と管理者のほうで解決しないといけない事案

が発生した場合には御連絡をいただいて適時、話合いをさせていただく

という形で対応させていただいております。定期的にいつ毎月何日とい

うような形で会合を持っておるような状況ではございません。 

 

中村博行委員長 大きい課題とか普段はないというふうに考えていいですね。 

 

福田商工労働課商工労働係長 うちは何か課題とか問題が発生してないかとい

うのは確認させていただいております。 

 

藤岡修美委員 市民館が使えなくなって会議室の需要とか、こちらのほうに回

っているというような把握はされていませんか。 

 

福田商工労働課商工労働係長 私の感覚というかやはり受付の方とも話をする

と今まで使われていなかった方が市民館でという理由は言われているか

分からないんですけども、会議所を使いたいというふうな若干ではあり

ますけれども、新しく使われ方が増えているという状況は聞いておりま

す。 

 

岡山明副委員長 この報告書の中で利用者の利用率の集計はありますか。各部

屋の２、３年前の過去の利用者数とかありますかね。裏面にあるんです

ね。 

 

中村博行委員長 指定管理者の名称が変わりましたよね。それで新たにこの西

部地域協議会というふうになったと思うんですけど、ざっとどういう組

織かというのは御説明願えますか。 

 

河口経済部次長兼商工労働課長 組織は２年ぐらい前に組織改編がありまして、

連合山口という組織は変わっておりません。で、そこの本部の地域の範

囲というのが変わったということで、当初から昔の市協から考えれば２
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回変わっているという状況です。前回は中部だったというふうに思いま

す。今回は西部ということで、下関を中心に本部を置きながら下関市と

宇部市と山陽小野田市と三つです。本拠地である下関を中心にこちらの

施設についてはそこで、その小野田地域が活動できる拠点として今回こ

の事務所を設けておられるというような状況でございます。 

 

中村博行委員長 それから気付きですけど、先日、優良労働者の表彰があった

際に二階のフロアが滑りやすくて転んだ方がいらっしゃったんですが、

それ１件だけならたまたまかなと思ったら、職員がまた滑りましたよね。

そういった状況があるので危険ということからフロアを見直されたほう

がいいと思うんです。その辺をお願いしたいと思います。たまたまああ

いう滑り方をするとは考えていなかったんですが、打ちどころが悪かっ

たら大変なことになっていると。せっかくのお祝いの席でということを

考えましたのでフロアの改善をお願いしたいと思います。よろしいです

か。それでは質疑を打ち切ります。討論ございますか。（「なし」と呼

ぶ者あり）討論がないようですので採決に入ります。議案第１１４号山

陽小野田市労働会館の指定管理者の指定について賛成の方の挙手を求め

ます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 はい、全員賛成です。したがいまして議案第１１４号は可決

すべきものと決しました。以上で商工関係は全て終わります。これで午

前の審査を閉じまして午後１時から再開したいと思いますので、その間

休憩に入ります。それでは暫時休憩。 

 

 

 

 

 

午前１１時４６分休憩 

午後１時再開 
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中村博行委員長 それでは休憩を閉じまして、午後の委員会を続けます。それ

では審査番号５番、議案第１０４号山陽小野田市道路占用料徴収条例の

一部を改正する条例の制定について説明を求めます。 

 

榎坂建設部次長兼土木課長 それでは、議案第１０４号山陽小野田市道路占用

料徴収条例の一部を改正する条例の制定について御説明をいたします。

道路占用料については、国道は道路法施行令。県道は山口県道路占用料

徴収条例。市道は山陽小野田市道路占用料徴収条例により単価を定めて

おります。国土交通省においては道路占用料制度に関する調査検討会報

告書の占用料算定基準の見直しと、３年程度ごとに改定を検討すること

が妥当であるとの提言を受け、平成２０年、平成２３年、平成２６年、

平成２９年と３年毎に道路法施行令を一部改正しております。山口県に

おいては平成２６年に国に準じた占用料の見直しを行っており、今年度

も平成２９年度の国の改正に準じた占用料の見直しを行ったところでご

ざいます。本市においては従前から山口県の条例に準じて山陽小野田市

道路占用料徴収条例を制定してきたところですので、県条例に準じて占

用料を改正することといたします。それでは改正点の御説明をいたしま

す。議案参考資料の新旧対照表を御覧ください。別表の第２条関係の左

側が改正後。右が改正前の額となっております。道路占用料単価は改正

前と比較して約３分の１となります。それから単価の他に別表の備考６

も改正し、占用面積等の端数処理の処理方法を精緻化します。改正前は

１平米または１メートル未満の端数があった場合切り上げて計算してい

たものを改正後は０.０１平米または０.０１メートル未満の端数を切り

捨てて計算することとなります。条例の改正内容は以上となります。御

審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長 説明が終わりましたので、質疑を求めます。 

 

河﨑平男委員 占用料の徴収の関係ですが、改正前と改正後の影響額はどのく

らいなんですか。 
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井上土木課主幹 占用料の改正に伴いまして、ほかに法定外とかいろいろ影響

が出るんですけど、総計しまして約１，５００万円の減額となる予定で

す。 

 

中岡英二委員 占用料の額が改正前と改正後、今言われたようにかなりの額が

減っているんですが、そこの理由は。 

 

中村博行委員長 国からずっと下りてきたと思うんですけど、理由が分かれば。 

 

井上土木課主幹 単価につきましては、国が見直したときに固定資産税の評価

額を勘案して金額を算定していると聞いています。長期間変えていなか

ったから一気にガクッと落ちたということです。３年でそれだけ一気に

３分の１になったという意味ではないんですけれども、当初制定したと

きから何年かたちまして、見直したときに価格が下がったということで

す。今後は３年ごとですから徐々に下がって、国も下げてきているとこ

ろです。 

 

藤岡修美委員 今の考え方でいくと、都市で地価価格が高いところについては

占用料も高くなると考えていいですか。 

 

井上土木課主幹 当然地価が上がれば占用料についても上がるということです。 

 

河﨑平男委員 影響額は１，５００万円の減額ということでありますが、占用

料の充当はどこに充てていたんですか。 

 

榎坂建設部次長兼土木課長 充当については土木課では把握しておりません。 

 

中村博行委員長 平成１７年以降、市としては変えていなかったわけですか。

長期に変えていなかったから一気に差が付いたということですけど。こ
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こに示されているのは平成１７年の条例第９６号となっていますが、県

は２６年、２９年に改正されて、県に準じるという説明がありましたが、

本市としては１７年以降変わっていなかったということですか。 

 

榎坂建設部次長兼土木課長 そのとおりです。 

 

岡山明副委員長 山陽小野田市は１７年以降はない。他市も同じような感じで

すか。 

 

井上土木課主幹 １３市あるうちで県に準じた改定を行っているのは、平成２

９年度までで、１３市のうち６市は行っています。今年の改正は他市の

状況を見ますと一応山陽小野田市が県に準じて７番目ということです。 

 

河﨑平男委員 さっきの１，５００万円の充当を把握していない。歳入だけを

やって、充当は財政に任しているということですか。 

 

榎坂建設部次長兼土木課長 そのとおりです。 

 

岡山明副委員長 山陽小野田市は７番目と言われましたよね。極端な話、黙っ

ていたという状況で、改正を市がしなければ、ずっと、まだ残りが１３

市のうち七つ以上残っているということです。あと六つあるということ

ですね。それはそのまま継続で、山陽小野田市はたまたまやるという形

で、それ以外は黙って、そのまま徴収は取ったと、そういう形の解釈で

きるんですけど、山陽小野田市も黙っていたら、それこそ市によって徴

収がうんぬんといったときに、早い市町村と遅い市町村ですごい差が出

ているんですが、その辺はどう思われますか。 

 

井上土木課主幹 県につきましても三区分に分けておりまして、うちは真ん中

の区分なんですけども、やはり大きな差が出ないところについては早め

にやられているところが多いようで、二番目がうちぐらいで、一番下の
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もっと下がる地域もありますので、そこについては、まだ踏み切ってい

ないところが多いというのが実情です。 

 

中村博行委員長 これに対しては県の指導があるんですか。県の指導があった

から変えられたのか。 

 

井上土木課主幹 県というよりも占用者、中電やＮＴＴからの申入れが多かっ

たようです。 

 

中村博行委員長 利用者からね。当然だね。 

 

河﨑平男委員 先ほどの充当先は調べておいてください。１，５００万円がど

こに行っているのか。 

 

榎坂建設部次長兼土木課長 財政課に確認しておきます。 

 

中村博行委員長 ほかによろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）それでは

質疑を閉じて、討論ありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）討論があり

ませんので採決に移ります。議案第１０４号、山陽小野田市道路占用料

徴収条例の一部を改正する条例の制定について賛成の方の挙手を求めま

す。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。議案第１０４号は可決すべきものと決しまし

た。引き続き審査番号６番、議案第１０５号山陽小野田市法定外公共物

管理条例の一部を改正する条例の制定について説明を求めます。 

 

榎坂建設部次長兼土木課長 議案第１０５号山陽小野田市法定外公共物管理

条例の一部を改正する条例の制定について、御説明をいたします。それ
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では議案参考資料の新旧対照表を御覧ください。別表第８条関係、道路

の占用については算定根拠としています、山陽小野田市道路占用料徴収

条例の一部改正に伴い、同様の改正を行うものです。説明は以上でござ

います。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

中村博行委員長 それでは質疑を求めます。 

 

河﨑平男委員 法定外公共物の影響額はどのくらいですか。 

 

井上土木課主幹 先ほど説明したつもりなんですが、全て含めて１，５００万

円の減額ということで御回答しています。 

 

河﨑平男委員 それも含めて法定外も確認しておいてください。１，５００万

円の充当先です。 

 

中村博行委員長 含まれているのは１０４号と１０５号の２件だけですか。 

 

井上土木課主幹 行政財産の使用料についても道路占用料条例を準用するとこ

ろがありますので、それを全て含めてということです。 

 

中村博行委員長 よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）それでは質疑を

閉じます。討論はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）討論がありま

せんので採決を行います。議案第１０５号山陽小野田市法定外公共物管

理条例の一部を改正する条例の制定について賛成の委員の挙手をお願い

します。 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。議案第１０５号は可決すべきものと決しまし

た。引き続き審査番号７番、議案第９２号平成３０年度山陽小野田市駐

車場事業特別会計補正予算（第１回）について説明を求めます。 

河田都市計画課長 議案第９２号平成３０年度山陽小野田市駐車場事業特別会
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計補正予算第１回について説明いたします。補正予算書の５、６ページ

をお開きください。２款繰越金１項繰越金１目繰越金、１５５万２，０

００円を増額補正し、補正後の額を３３５万５，０００円とするもので

す。これは、平成２９年度決算が確定したことから繰越金１５５万２，

０００円を増額補正するものです。次に、歳出について説明します。３

款予備費１項予備費１目予備費について、繰越金と同額の１５５万２，

０００円を増額補正し、補正後の額を３８１万２，０００円とするもの

です。補正予算書２ページをお開きください。歳入合計、歳出合計とも

に、１５５万２，０００円の増額補正により、２，０７５万１，０００

円となります。今年度予定していた厚狭駅南口駐車場の駐車場精算機ほ

か機器類等の更新につきましては、機器の設置及び出口を新設する工事

が完了し、１１月１日から新しい機器が稼働しておりますので、２か所

の出入り口の利用が可能となっております。また、駐車場の利用状況に

ついてですが、土日や３連休等には駐車枠１９０台と未舗装地への駐車

により、最大で２５０台程度の駐車があったことを確認しております。

未舗装地は８０台程度の駐車が可能であり、駐車枠１９０台と合わせて

２０台程度の余裕がありますが、年末年始、ゴールデンウイークなどの

期間や３連休などには多くの駐車台数が見込まれます。そのため、駐車

場内に入ることができながら駐車スペースがないという事態を避けるこ

とを目的として、駐車台数２５０台を上限として、満車の表示とそれに

伴う出入り制限を、年末年始の休みの前までに実施いたします。駐車場

内の台数が２５０台になり、満車と表示された場合でも、定期駐車券利

用者は定期駐車券を使って駐車場内に入ることができます。現在、定期

駐車券の利用台数は４１台ですが、近隣にお住まいの人が常時利用され

る台数は１０台程度であり、２０台程度の空きスペースを確保すること

によって、定期駐車券利用者には影響がないと考え、上限台数を２５０

台に設定しております。なお、定期駐車券利用者には満車表示が出てい

る場合の利用についてのお知らせを送付して、周知するようにしており

ます。説明は以上です。御審査のほど、よろしくお願いいたします。 

中村博行委員長 説明が終わりましたので質疑を求めます。料金改定以降、ず
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いぶん利用者が増えたということよね。（「はい」と呼ぶ者あり）先ほ

どの定期を所持されている方については満車でも中に入れるということ

でしたが、余裕が幾らかあるということで対応されるということでいい

ですかね。 

 

河田都市計画課長 奥の未舗装地の部分に８０台程度の駐車が可能ということ

で計算しています。実際には８０台以上可能であり、余裕を持って８０

台と考えています。２５０台を上限としますと、２０台程度の余裕があ

る。実際に常時そこに駐められる近隣の方は１０台程度です。あとは通

勤等で使われるということで、２０台の余裕があれば対応できると考え

ています。 

 

岡山明副委員長 近隣の方が１０台、満車の状況というのは年末年始という状

況の中で、そういう逆に定期の方がいらっしゃるということは、定期を

利用して親族がそこの駐車場を利用するという形の状況があったら、台

数自体足りなくなると私は思っているんですけど、常識の中でも４０台

分の定期券があるという状況の中で、実際、年末年始、全部使われると

いう状況になれば、２０台足りないという話でしょ。２０台の近隣の方

が使うという、２０台の駐車場があれば大体賄えるという話ですから、

その方々が、近隣の方だろうと、普通使っている人が４０台全部使われ

たら、年末年始使われたら、２０台足りないということですよね。そう

いう発言をされたでしょ。それは私おかしいなと思ったんですけど。 

 

中村博行委員長 もうちょっと説明してください。 

 

河田都市計画課長 今、２５０台を上限という形で設定しています。今まで３

連休とか土日とか今年度台数の確認を何度かしています。最大で２５０

台程度確認したのが一度ありましたが、通常は２００台程度です。２５

０台設定で２０台程度の余裕、それから８０台程度と余裕を持って計算

していますけど、実際には１００台程度駐めることが可能であると考え
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ています。そういうことも含めまして、現在余裕は２０台ということで

設定しています。今後は定期の駐車の方が駐められないとか、そういう

状況が出てくるようであれば、満車の上限の設定変更とか検討させてい

ただきたいと思います。現在は２５０台までぐらいしか確認していませ

んので、それは定期の駐車の方を含めての台数ですから、現在はそこで

設定をしたい。今後の状況を見ながら、もし苦情等が出るようなことが

あれば検討させていただきたいと思います。 

 

水津治委員 未舗装部分はラインはないと思うんですけど、ラインに代わるも

のは設置していますか。 

 

河田都市計画課長 ライン等の設置はしていません。今まで確認してきた状況

ではきちんと並べて、ちゃんと駐めておられます。そういう状況でかな

りの台数が停められる状況で利用していただいていますので、未舗装部

分は現在のところラインの枠の設定は考えていません。今年度、償還金

等が終了するということになります。来年度の繰越しが幾ら残るか分か

りませんが、状況を見ながら、３１年度、３２年度、その辺りは未舗装

部分のことについても検討していきたいなと。実際来年度の状況を見な

がら再来年度に施工できるかどうかを判断していきたいというふうに考

えております。 

 

河﨑平男委員 ２か所の出入り口の利用状況はどんなんですか。いつ完了して

いたんですか。 

 

河田都市計画課長 新しいシステムが１１月１日から稼働しておりますので、

厚狭駅側の出口が１１月１日から利用できるようになっております。ま

だ使われる方が、今までどおりの利用形態ということがありまして、厚

狭駅側から出られる方が少ないです。今後こちらからも出られると使わ

れる方が分かってこられると思いますので、大体同じような金額、又は

厚狭駅側のほうが増える可能性はあります。現在はもとの出口ほうが多
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くなっております。 

 

中村博行委員長 駐車した場所によって便利のいい方、両方使えるということ

になりますね。 

 

水津治委員 今日、朝に駅側の入り口を見てきたんですが、駐車場に入る車と

出る車、右折と直進と。大きなガードレールじゃないけど、あれは市の

財産になるかどうか。鉄骨か何かで頑丈なつくりで、あれにぶつかった

場合、責任はどちらにあるのかなと気になったのでお聞きします。 

 

河田都市計画課長 今回出口を新設するに当たりまして入られる方と出られる

方がぶつかるようなことがないように、バリカー等の設置をこの工事で

行っておりますので市の所有となります。 

 

中村博行委員長 ぶつかったときの責任は。 

 

河田都市計画課長 事故等でぶつかられたときはぶつかられた方の修繕でお願

いすると思います。 

 

奥良秀委員 水津委員からの話で事故の話で、利用者数が増えて利益も出てい

るということで大変喜ばしいんですが、利用者が増えると事故等が増え

てくると思うんですが、今まで事故があったかどうか、抑制というか防

犯カメラを設置されているか教えてください。 

 

河田都市計画課長 駐車場内での車同士の事故とかは今までにないということ

で出入りするときにバーに接触されるとかということは何度かあったと

聞いております。それから防犯カメラにつきましては、精算機がありま

すので、そちらのほうを映す防犯カメラは設置してありますが、場内全

部にそういうトラブル等を防ぐための防犯カメラ設置はしておりません。 

奥良秀委員 あくまで当事者同士のお話合いということでよろしいですね。 
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河田都市計画課長 基本的には当事者同士で解決していただく内容だというこ

とです。 

 

中村博行委員長 以前、器具を壊されたという事件がありましたよね。結論は

どうなりました。 

 

河田都市計画課長 前の委員会でも御説明したことがあるんですけど、大阪の

警察から電話がありまして、犯人が捕まったということはありました。

しかし、保証とか、返金とかについてはありません。 

 

中村博行委員長 そのときに捕まって全部分かったら、保険とか入っているも

のが無になるというか、市の持ち出しがあるという話があるという話が

あったけどそれもないということね。 

 

河田都市計画課長 事件の後に保険のほうで対応させていただいております。

それの返還とかはありません。 

 

岡山明副委員長 駐車場の舗装の状態です。駐車枠が１９０でマックス２５０

と言われた。１９０台の駐車枠は全部舗装されていて、あと６０台は舗

装されていないという状況ですか。 

 

河田都市計画課長 舗装されている部分に１９０台の枠を引いております。未

舗装の部分について８０台程度駐車ができるというふうに考えておりま

す。 

 

中村博行委員長 それでは質疑を閉じます。討論はありますか。（「なし」と

呼ぶ者あり）それでは採決に移ります。議案第９２号平成３０年度山陽

小野田市駐車場事業特別会計補正予算（第１回）について賛成の委員の

皆さんの挙手をお願いします。 
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（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成ですね。したがいまして議案第９２号は可決すべき

ものと決しました。続けていきます。議案第１０６号山陽小野田市都市

公園条例の一部を改正する条例の制定について執行部の説明を求めます。 

 

河田都市計画課長 それでは、議案第１０６号山陽小野田市都市公園条例の一

部を改正する条例の制定について説明いたします。都市公園を占用する

場合の使用料について、算定根拠としている山陽小野田市道路占用料徴

収条例の一部改正に伴い、所要の改正を行うものです。第１３条第３項

を削ることについて説明します。使用料の額に関することは本則で規定

するものではありますが、第３項は月単位の使用料の日割り計算という

算定の根拠を示すものであるため、他の条例と同様に別表の備考欄に記

載するものとし、本則から削るものです。別表２については、使用料の

額と備考欄の記載の一部を改正しております。今回の改正に関する使用

料収入は、現行の約６０万円から３分の１の約２０万円になると見込ま

れます。説明は以上です。御審査のほど、よろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長 説明を終わりましたので質疑を求めます。これは先ほどの１，

５００万の減額がありましたよね。６０万が２０万になったということ

で４０万の減額ですけど、これは先ほど言われた１，５００万に含まれ

ているということですか。 

 

河田都市計画課長 都市公園については別に算定しております。道路等につき

ましては、電柱とかが立っております。都市公園につきましては、本数

は道路に比べて少ないものですから、現行は６０万円程度。３分の１程

度になりますので２０万円程度と算出しております。 

 

榎坂建設部次長兼土木課長 先ほどの１，５００万円の中に含まれております。 
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中村博行委員長 ４０万円がね。 

 

河田都市計画課長 申し訳ございません。その中の一部で都市公園に関すると

ころが６０万円が２０万円になるということです。 

 

中村博行委員長 よろしいですか。 

 

井上土木課主幹 先ほどの道路占用料と法定外手数料の充当先を確認してまい

りました。道路占用料のお金につきましては、土木費の道路橋梁維持費

に充当しております。それと法定外のほうは土木管理費の用地管理業務

のほうに充当しておるということでした。 

 

中村博行委員長 本来の形やね。よろしいですか。（「なし」と呼ぶ者あり）

それでは質疑を打ち切りまして討論ございますか。（「なし」と呼ぶ者

あり）それでは採決に移ります。議案第１０６号山陽小野田市都市公園

条例の一部を改正する条例の制定について賛成の委員の皆さんの挙手を

求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成ですね。したがいまして議案第１０６号は可決すべ

きものと決しました。続けてまいります。審査番号９番議案第１０７号

山陽小野田市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定について、説

明を求めます。 

 

河田都市計画課長 議案第１０７号山陽小野田市手数料徴収条例の一部を改正

する条例の制定について説明いたします。認定手数料の改正は、建築基

準法の改正に伴い、建築基準法第４３条第２項第１号が追加されたこと

により、認定事務量が増加することから改正するものです。また、宅地
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建物取引業法の改正に伴い、土地、建物の取引における重要事項説明時

に建築確認台帳記載事項証明書等の添付が義務付けされたことにより事

務量が増加することから、同証明手数料の金額を設定するものです。な

お、認定手数料及び建築確認台帳記載事項証明手数料の金額については、

山口県と同額としております。説明は以上です。御審査のほど、よろし

くお願いいたします。 

 

中村博行委員長 説明が終わりましたので、質疑を求めます。 

 

河﨑平男委員 今後、見込まれる歳入額はどのくらいですか。 

 

迫田建築指導室長 建築指導室の迫田です。よろしくお願いいたします。従前

は建築審査会の同意を得て県が許可しているものです。その一部に関し

て、ある一定の基準に適合したものに関して市が認定ということで今回

法改正になりました。従前の許可の段階で今の現行の制定されました基

準に適合しているものはございません。ですから、出てくるかどうかは

不明ではありますが、出てきたとしても、年に１件、２件程度だと思い

ます。 

 

岡山明副委員長 さっきと同じような質問になるんですけど、今までは徴収し

ていなかったということですか。今回から申請されれば、徴収するとい

う形で。 

 

迫田建築指導室長 今までは県の許可ということで県に手数料を支払うという

形になっております。今回その一部が認定ということで認定以外のもの

については現行の県の許可ということになっていますので、県の許可の

場合は県のほうに手数料を支払うと。市が認定する場合に市に認定手数

料を支払いいただくということになります。 

 

岡山明副委員長 今、言われたように県と市の境はどうなっていますか。 
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迫田建築指導室長 この法律は、敷地が道路に接することに関するもので、実

際に道路に接してない場合に前面の通路を通って道路とみなすと、建築

審査会の同意を得て県が許可ということで行っておりました。今回はあ

る一定の基準、といいますのが前面の通路が４メートル以上の幅員があ

るとか、管理が公のものであるとか、農道とか港湾管理道の場合、建物

の用途が一戸建ての住宅で面積の規模の要件もございます。これに適合

した場合で市が安全上支障はないとして認めたものに関して、認定とい

うことになります。それ以外に関しては現行どおりに山口県の許可の対

象という形になります。 

 

岡山明副委員長 関係ないかもしれませんが、法定外の公共物に関して、赤線

の状況の隣に家を建てるとなるとどういう扱いになりますか。 

 

迫田建築指導室長 赤線自体が建築基準法の道路でない場合は幅員が４メート

ル以上ないということであれば、県の許可ということになります。幅員

が４メートル以上であれば、市の認定になりますし、４メートル未満で

あれば、県の許可という形であります。ただその幅員が４メートルとい

う基準だけではございませんので、その他もろもろ、一応審査いたしま

して適合すれば認めるということになると思います。 

 

中村博行委員長 よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）それでは質疑を

打ち切りまして討論ございますか。（「なし」と呼ぶ者あり）それでは

採決に移ります。議案第１０７号山陽小野田市手数料徴収条例の一部を

改正する条例の制定について賛成の委員の皆さんの挙手をお願いします。 

 

（賛成者挙手） 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして議案第１０７号は可決すべき

ものと決しました。続けまして議案第１１５号竜王山公園オートキャン

プ場の指定管理者の指定について、説明を求めます。 
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河田都市計画課長 議案第１１５号竜王山公園オートキャンプ場の指定管理者

の指定について説明します。竜王山公園オートキャンプ場の指定管理に

つきまして、指定管理者選定委員会の審査結果により指定管理者候補者

に選定した株式会社晃栄を、指定管理者として指定しようとするもので

す。竜王山公園オートキャンプ場につきましては、平成１９年１０月１

日から指定管理者制度を導入し、平成３１年３月３１日で３期目の期間

が終了します。このことから、４期目の指定管理者について、広報１０

月１日号及び市ホームページにおいて、平成３０年１０月１日から１０

月３１日までの期間で募集したところ、株式会社晃栄１社から応募があ

りました。平成３０年１１月１２日に指定管理者選定委員会を開催し、

審査基準に基づき審査を行った結果、株式会社晃栄を指定管理者候補者

に選定しました。指定期間は、平成３１年４月１日から平成３６年３月

３１日までの５年間としております。次に、資料について説明します。

資料は①～⑦の７種類ありますが、全体を通したページ番号を各ページ

の右下に付けていますので、御参照ください。１ページは、資料①指定

管理料一覧表です。この表は、前回、平成２６年度から３０年度の指定

管理者選定時の指定管理料上限額、平成２６年度から２９年度の決算額、

今回の指定管理料上限額、指定管理者が提示した平成３１年度から３５

年度の指定管理料等を一覧表にしたものです。指定管理料は、年間の支

出額見込みから利用料金等の収入見込みを引いた差額を上限額とし、募

集要項に記載しています。上限額については、指定管理業務仕様書に記

載した維持管理の内容を実施するために必要な人件費等を算定し、前回

の上限額から１２８万５，０００円の増額としております。上限額の増

額の主な要因ですが、支出においては、集客を増やすために行うイベン

トの実施経費の計上、最低賃金の上昇やイベント企画担当者の配置など

による人件費の増額などです。また、収入においては、４年間の実績を

考慮しながらイベントの実施などによる集客増を見込んだものとしてお

ります。２ページから４ページは、資料②指定管理者評価表です。この

表は、竜王山公園オートキャンプ場の平成２９年度の指定管理実施状況
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に対する評価表で、平成３０年６月１９日に竜王山公園オートキャンプ

場で行ったモニタリングの結果です。指定管理の実施状況を確認した総

合評価は７７点であり、書類整理や自主事業の実施などについて努力す

るよう指導したところですが、その後、自主事業の実施を検討され、本

年度は１１月にダンスフェスティバルを開催して多くの人に御来場いた

だいたところです。５ページは、資料③指定管理者選定委員会審査集計

表で、平成３０年１１月１２日に開催された指定管理者選定委員会の審

査結果です。選定委員会は山陽小野田市指定管理者選定委員会規程に基

づく選定委員で構成され、今回は６名の選定委員により審査されました。

６名の内訳は市から４名、学識経験者２名です。選定委員は、指定管理

者制度事務マニュアルに基づき、応募者の提出した申請書類の内容とプ

レゼンテーション及びヒアリングにより、審査及び評価を行いました。

審査方法は、審査項目Ⅰ～Ⅵの項目毎に審査した得点の合計と平均点を

算出し、選定基準との比較を行って、指定管理者候補者を決定します。

また、平均点の１５０％以上と５０％以下の点数を異常値として、異常

値があった場合は該当する審査員の点数を除外し、改めて補正後の平均

点を算出します。補正後の平均点と選定基準との比較を行って、指定管

理者候補者を決定します。なお、指定管理者候補者としての選定基準は、

満点の２分の１の２５点以上としております。株式会社晃栄の平均点に

は異常値がなく、合計の平均点は３１．３点であり、選定基準の２５点

以上となっています。６ページから２７ページは、資料④募集要項です。

２８ページから４１ページは、資料⑤仕様書で、指定管理業務の内容、

基準等を示したものです。竜王山公園オートキャンプ場は、個別サイト、

広場サイト、トレーラーハウスなどの有料施設があり、宿泊の利用だけ

でなく日帰りの利用サービスも行っています。４２ページから４６ペー

ジは、資料⑥審査基準表で、指定管理者選定委員会で使用する各項目の

審査基準です。４７ページ以降は、応募者から提出された申請書、事業

計画書です。資料についての説明は以上です。御審査のほど、よろしく

お願いします。 

中村博行委員長 説明が終わりましたので、資料が多いので少し時間を取って。 
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河﨑平男委員 この指定管理者を指定しての効果を教えてください。 

 

河田都市計画課長 指定管理を行う上での効果ということですが、利用者が利

用される場合の受付の業務とかオートキャンプ場自体の利用に対する案

内とか、そのようなものがスムーズにできているということ。そういう

関係で利用者に対してのサービス等が向上するということで、リピータ

ーとか利用案内をきちんとすることによって、新規の利用者の増加を図

ることができること等が効果として考えられます。しかし、施設が老朽

化している関係で、リピーターがどんどん増えているということは厳し

いこともございますが、そういったサービス向上が図れているというの

は効果と考えています。 

 

中村博行委員長 実績表を見ますと利用者が減ってきていますよね。計画では

かなり増加の見込みで出されていると思いますけれども、減った原因は

協議の中で審査されているんですか。 

 

河田都市計画課長 利用者、それから利用料の減少については施設の老朽化が

あります。特にトレーラーハウスの利用が最初はかなり多く、利用料金

も高いことから、非常に有効な施設であったんですが、近年では老朽化

により修繕等が必要な部分とか、利用される方が利用された後に整備を

しないとお貸しできない、サービスができない部分がありまして、続け

ての利用ができないときもあります。そういう関係で利用の減少となっ

ておりますので、施設についての整備も実施計画等でも検討していると

ころでございます。ほかの部分で考えますと、ＰＲとかもっとしていか

なければいけない。それから今後の指定管理の中で入れております、イ

ベントの実施。そういうようなものを行うことによって人を集める。そ

してＰＲを図る。それからホームページとか、そういうのをもっと充実

させて、キャンプに来られる方は市外の方が多くありますので、市外へ

の周知、ＰＲを更に充実させていくということで、今回、指定管理料の



71 

 

金額の上乗せということをしておりますので、実際に指定管理者が決ま

りましたら、それも含めて協議をしながら進めていきたいと考えており

ます。 

 

河﨑平男委員 竜王山公園とオートキャンプ場。日本一の魅力とは何があるん

ですか。 

 

河田都市計画課長 今回の指定管理の企画の中にもあるんですけど、竜王山公

園、またオートキャンプ場等から見える海岸の景観、夕陽１００選を含

めまして、それらのロケーションの良い場所であるということは、今回

の企画書の中にも少しうたってありますが、それらをＰＲして実際にそ

こで泊まられた方が眺めが良かったとか、自然の山ということであれば

特に上から見える眺望とか、その辺を大きくＰＲして市外からの利用客

を増やしていくことを考えていかなければいけないと。現行の指定管理

者ともそういう話をしておりますが、なかなかＰＲがまだ不足しており

ますので、今後は充実させていきたいというふうに考えております。 

 

藤岡修美委員 利用実績を見ているんですが、トレーラーハウス、個別サイト、

広場サイトの利用者が減ってきているんですけど、有料入場者数、これ

は結構増えているんですけど、どのように分析されていますか。 

 

河田都市計画課長 キャンプをされる方は、その年の天候とか施設の老朽化と

いうことで少なくなっていることもあります。有料入場者数というのは

中に来られて遊ばれる方、中に竜の遊具とか施設があり、子供連れで来

られて遊ばれる方がおられるんですけど、天候が良い日とかはかなり増

えております。施設自体に宿泊される方は少なくなっておりますけど、

日帰りで遊ばれるとか、竜王山を見に来られてキャンプ場の遊具を使っ

たりする方は増えておると。自然の中で遊ばれるということで増えてい

ると思っております。 

奥良秀委員 私は広場サイトのヘビーユーザーの一人なんですが、実際行って
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みると公園の入り口の駐車場がかなり狭いと思います。台数的には１０

台、１２台ぐらい駐めて、あとは線がないところに停めていくような駐

車方法になっていると思うんですよ。どうしても危ない。小さい子供が

多いんで、危ないと思うので、そういうところの是正をされて、なおか

つ遊具も滑り台が二つぐらいあって、子供がたくさん遊んでいる風景を

いっぱい見ています。ですが、やっぱり老朽化がかなりあるので、眺望

もすごくいいんですが、やっぱりお母さんとかいろいろ意見を聞いてみ

ると、水はけが悪いし、緑地はちょっと崩れかかっているしとか、そう

いうところの根本的な改善をどんどんしていけば、トレーラーハウスは

増えるかどうか分かりませんが、まだまだ広場サイトはかなり増える方

向性にあると思うので、これは市の本当にいい財産。なかなか旧小野田

側でこういう財産というのは、どんどん活用していただきたいと思いま

すので、これは要望としてもっと充実にしたものにしていただきたいと

思います。 

 

河田都市計画課長 貴重な御意見ありがとうございます。また遊具の修繕等に

つきまして、予算を計上して修繕を行ってきたいと考えております。あ

りがとうございました。 

 

中村博行委員長 以前トイレが壊されたとか、それによって防犯カメラを付け

たとか。それ以降そういった事故とかはありますか。 

 

河田都市計画課長 トイレが破損したときに、防犯カメラを付けております。

それ以降大きなものはないです。少しトイレにいたずらとかはあります。

紙が詰まることとかは、中にはカメラがありませんので、なかなかそこ

までの防犯ができてないというのもありますが、完全に壊されて修繕が

大きく必要な場合は、防犯カメラ等の映像を警察に被害届を出せば、そ

ういう資料としての提出とかっていうのはありますし、竜王山内で何か

あればそういう防犯カメラの映像というのも資料としても役に立つと考

えておりますけど、大きな部分については、今はございません。後ほど
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補正のほうでも申しますけども、機械の故障とかありますので、それに

ついては修繕をしております。 

 

水津治委員 今、話があった修繕費のことなんですが、指定管理者に修繕費と

いう支出があるんですが、どこを境目に市が出すのか、指定管理者が出

すのか。 

 

河田都市計画課長 基本的には１０万円以内の修繕については指定管理の区分。

それを超えるものは市と協議ということで、総額１００万円程度までは

指定管理者のほうで修理を行っていくようにしております。 

 

岡山明副委員長 指定管理の料金を１２８万５，０００円上げられると。値上

げするんですけど、これが最適だと、どういう形で金額は上げられたの

か。 

 

河田都市計画課長 前回は税抜きの金額で指定管理料３００万円に１２８万５，

０００円の増額ということで、今回で言えば４２８万５，０００円と金

額はなっております。この増加につきましては、最初にも御説明いたし

ましたが、人件費の増額というのが主なものになります。これは最低賃

金が５年前と比べて上がっております。それらの人件費、それから集客

を増やすためにイベント等実施するということも仕様書の中にうたって

おります。そのイベントを実施する経費、それからイベントの実施に伴

う企画書、それの企画書を配置すること。これらも仕様書を中でうたっ

ておりますので、それらの人件費が上乗せ分ということにしております。 

 

岡山明副委員長 例えば人件費になると途中で見直しは管理者が５年間変わら

ない限り、途中での契約の更新はないということですか。 

 

河田都市計画課長 基本的には５年間同額と考えております。特に大きな要因、

例えば人件費が大幅に上がるとかの要因が出てきた場合には、そのとき
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に協議していかなければいけないと思います。 

 

中村博行委員長 以前、有益な樹木を伐採されるというようなことがあったん

ですけども、それと管理上における指導とか要望なりは市のほうからさ

れていますか。 

 

河田都市計画課長 竜王山のほうにつきましては竜王山公園オートキャンプ場

と竜王山公園の指定管理は別々にあるんですが、どちらにつきましても、

そういう維持管理等につきましては、先ほど委員長が言われたような事

例もございましたので、すぐにそういう協議を行っております。それか

らまた、現在もそれから今後もですが、何かトラブルとか、問題点が起

こったときにはその都度すぐに共有しております。また、共有して行く

予定でありますし、毎月、月次報告ということがあります。そういうも

のの報告のときには、そういう内容について確認をしながら、協議、指

導をしていくことにしております。 

 

河﨑平男委員 竜王山公園のオートキャンプ場周辺において、大きな事案は起

きてないということでいいんですか。 

 

河田都市計画課長 竜王山公園、それからオートキャンプ場の施設等につきま

しての大きな事案は以前、トイレの破損というようなことがありました。

それは防犯カメラの設置等して現在は大きなものは起こっていないと思

っております。 

 

河﨑平男委員 利用者についても、なにもないということで理解してもいいで

すか。 

 

河田都市計画課長 小さな事案はサービスとかありますが、全体的なことにつ

いて、利用される方について大きな事案はないと考えております。 

藤岡修美委員 今、指定期間中のイベントの実施事業計画を拝見していますけ
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ども、シーズンオフというか冬にイルミネーションをするとかしたら結

構はやると思うんですけど、その辺の企画の話は出なかったですか。 

 

河田都市計画課長 オートキャンプ場という性質上、ゴールデンウイークとか

夏休みとかは大変利用が増えます。藤岡委員が御指摘のとおり、１２月

から２月とか、冬季は利用客が減ります。今回の使用の中に冬季のイベ

ントとかについても、実施するような計画を挙げてほしいという仕様に

しておりますが、今の企画書の段階ではなかったんですけど、その辺も

考えていきたいということで、具体的な内容はまだ決定していませんけ

ど、候補者の中では、そういうことも考えていきたいと、ヒアリングの

ときの話ですけど、そういうふうに聞いております。 

 

藤岡修美委員 それともう一つ。売店の売上げでソフトクリームと書いてある

んですけど、これってソフトクリームがよく売れるんですか 

 

河田都市計画課長 夏場とかやはり暑い時期はかなり出るということは聞いて

おります。来年度からの指定管理につきましては売店等についても今一

度、商品とか運営方法とかを再度見直しをして、集客の増加ができるよ

うな見直しを考えるようにというような仕様でうたっておりますので、

それについても検討していくと。商品についてもソフトクリームとかだ

けではなくて、時期にあったものとか、それからは実際に集計が多いと

き少ないときで、商品の量も変えるとか、内容を変えるとか、それにつ

いてもいろいろ企画を考えてほしいと。イベントの企画と一緒にそうい

うことも含めていろいろなことを検討して集客につなげていくというこ

とで、指導をしていきたいと思っております。 

 

中村博行委員長 いずれにしても指定管理が１社のみというのが、全体的に流

れがあるんですけども、それ以外に電話の問合せとかいうのは全くない

んですか。 

河田都市計画課長 オートキャンプ場につきましては、公募期間中、他者から
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の問合せ等はありませんでした。昨年、公園のときには他者からの応募

もあって、２社で選定委員会を開いたという実績がございます。 

 

中村博行委員長 なかなか競争原理が働かないんで、マンネリ化したら意味が

ない事業だとは思いますけど。ほかにありますか。よろしいですか。（「は

い」と呼ぶ者あり）それでは質疑を打ち切りまして討論はありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）ないようですので、採決に移ります。議案第

１１５号竜王山公園オートキャンプ場の指定管理者の指定について、賛

成の委員の皆さんの挙手をお願いします。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。従いまして議案第１１５号は可決すべきもの

と決しました。 

 

午後２時１１分 休憩 

 

午後２時２０分 再開 

 

中村博行委員長 それでは休憩前に引き続きまして委員会を続けます。それで

は審査番号の１１番、議案第９７号平成３０年度山陽小野田市下水道事

業特別会計補正予算（第１回）について説明を求めます。 

 

森弘下水道課長 議案第９７号は、平成３０年度山陽小野田市下水道事業特別

会計補正予算（第１回）についてです。今回の補正は、修繕料の増に伴

う歳出の増、そして繰入金の増、繰越金の増、資本費平準化債の増に伴

う歳入の増を計上したものです。歳入歳出の予算総額に、それぞれ、６

５７万３，０００円を増額し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３１億９，

７５８万９，０００円とするものです。それでは、詳細につきまして歳

出から御説明いたします。８ページ、９ページを御覧ください。１款下
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水道事業費１項下水道事業費２目施設管理費１１節需用費５００万円の

増額ですが、これは路面やマンホール蓋等の補修に係る経費を計上した

ものです。また、人件費の変更については人事異動と時間外手当の補正

に伴うものです。次に歳入について御説明いたします。６ページ、７ペ

ージを御覧ください。４款繰入金１項一般会計繰入金１目下水道事業費

繰入金１節下水道事業費繰入金は３７２万８，０００円の増額ですが、

そのうち下水道事業費繰入金１１万８，０００円の増額は、人件費の減

額と修繕料の増額によるものです。下水道建設費繰入金３６１万円の増

額は人件費の増額によるものです。５款繰越金１項繰越金１目繰越金１

節繰越金６４万５，０００円の増額は先の決算認定を受け、これを調整

するものです。７款市債１項市債１目資本費平準化債２２０万円の増額

は、平成３０年度の発行予定額の決定によるものです。続きまして、県

との公共下水道の事業計画の変更協議が、１０月１６日に完了いたしま

したので、その説明もさせていただければと思いますが、委員長よろし

いでしょうか。（「お願いします」と呼ぶ者あり）これは、今後、平成

３４年度までに公共下水道で概ね整備すべき区域に、小野田西の農業集

落排水区域と南松浜地区を加えるものです。お手元の事業計画図で、藤

岡技監が詳細について説明いたします。 

 

藤岡下水道課技監 平成３０年度の事業計画変更について説明いたします。お

手元の図面を御覧ください。Ａ３の事業計画変更図です。元々の図面は

平成３０年度に変更した事業計画図です。そして図面に黒い線と緑の線、

赤く塗った箇所と黄色く塗った箇所が確認いただけると思います。図面

の黒い線で囲まれた範囲が全体計画区域で、この黒い線で囲まれた範囲

の内側が将来的に公共下水道で整備すべき区域ということになります。

その外側が合併浄化槽、農業集落排水で整備する区域になります。黒い

線の内側に緑の線で囲まれた、概ね５年で整備すべき事業計画区域があ

ります。そして図面の赤い色で塗られた部分が、平成３０年度の事業計

画の変更で新たに追加した区域です。これは平成２８年度の山陽小野田

市汚水処理施設整備構想の見直しにより公共下水道に接続すべき区域と
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なった農業集落排水小野田西地区７２.８ヘクタールと、以前より地元よ

り要望のありました南松浜団地周辺７.７ヘクタールです。図面の黄色で

塗られた部分は用地等に問題があり、整備する見通しが立たないために

事業計画区域から削除した区域で、高千帆地区で２.５ヘクタール、厚狭

東地区で１.１ヘクタールです。事業計画区域から削除することで、今後、

合併浄化槽の補助を受けることができるようになります。以上で説明を

終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長 それでは質疑に入ります。質疑のある方、挙手をお願いしま

す。 

 

藤岡修美委員 認可区域から外して、合併浄化槽で整備する予算的な担保は保

証されているんですか。 

 

森弘下水道課長 予算的な担保は、通常の合併浄化槽の国費が入る補助の枠だ

けしかございません。 

 

藤岡修美委員 公共下水道のもろさというのが、このたびの災害であちこちで

言われていて、結構、合併浄化槽の整備をしたほうがいいんじゃないか

という流れもある中で、その辺は国に要望するとか等々の動きというの

は出てきてないんですか。 

 

森弘下水道課長 県の下水道協会からもその辺の枠を広げてくれというような

要望も上がっておりませんし、私どものこの市の中でも最近補助の使い

方がそれほど芳しくない。何かこの辺に原因があることが突き止められ

ないんですけども、今までみたいに８５基が丸々出るような状態ではな

いということは事実です。 

 

中村博行委員長 公共下水は依然として進まん方向やけえね。先ほどあった小

野田西の分、公共下水につなぐ分というのは、工事はいつから入られま
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すか。 

 

森弘下水道課長 先ほどの説明のように、下水道の事業計画区域に入っており

ますので、当然国の補助金を使って作業は進められます。本年度、詳細

設計に既に掛かりました。詳細設計が本年度に上がれば、来年度から、

２か年は掛かると思うので、３１年、３２年で工事をして、小野田西を

公共下水道に接続することは可能と考えております。 

 

水津治委員 修繕費の５００万は、詳しく説明されましたかね。どういったと

ころをされるとか。 

 

中村博行委員長 具体的にお願いします。路面とマンホールは聞きましたが。 

 

森弘下水道課長 ジャンルと言ったらおかしいですけど、どういうものをする

かということでよろしいですか。（発言する者あり）マンホールの破損

が１か所、マンホールの蓋のがたつきが４か所、マンホールの蓋の腐食

が１か所、陥没が１か所、それから汚水ますの改修が１か所ということ

になっています。 

 

奥良秀委員 この事業計画図なんですが、もうちょっと見やすいものというの

がありますか。私が、ちょっと赤と緑の識別があまりできないので（発

言する者あり）それでもいいですけど。ちょっとこれじゃあ私が見えな

いもので、すいません。 

 

中村博行委員長 マンホールのこういった破損も含めて年間大体どのくらいあ

るものですか。このたび出てきているわけですが。 

 

森弘下水道課長 本年度の実績ですけれども、１１月３０日まででマンホール

の補修というのは２件です。この度の補正予算で説明しました、マンホ

ールに関する破損の要求というのは、マンホールの蓋自体の破損したも
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の、割れたものが１件と、マンホールの蓋のがたつきが４件、それから

腐食について１件ということですから、６件足す２件で８件ということ

です。 

 

中村博行委員長 年間で大体そのくらいですか。 

 

森弘下水道課長 すいません。今年のものしかただいま持っておりません。 

 

中村博行委員長 マンホールからじわっと水が出ているというのは、そのマン

ホールに異常があるという状況ですか。 

 

森弘下水道課長 よくマンホールから水が漏れているという電話がかかってく

るのですが、これはほとんど水道局の水です。水圧があるから地上に上

がってくるのであって、下水道の水がマンホールから上がってくるとい

うことは、もうマンホールの蓋まで水が来ているということですので、

詰まって相当異常な状態なので、蓋から水が出る時点で、その辺の水洗

トイレが使えなくなっているので、そっちの異常で電話がかかってきま

す。 

 

中村博行委員長 時々マンホールのふちから水がずっと流れているのを見かけ

るのでちょっとお聞きしたんですけど。 

 

森弘下水道課長 山地では、山の水がそこから出るという可能性はあります。 

 

水津治委員 マンホールが傷むというのは、道路上にあるから車が通りますよ

ね。こういったものは外部的な要因がほとんどと思うんですね。国の制

度は何かないんですか。外部的な要因が多いのに、市がそれを１００％

修理するというのは何かふに落ちないところがあるんですが。 

 

森弘下水道課長 今までで言うところの長寿命化計画というものをマンホール
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に関して策定すれば、それは補助の対象になりますが、何せ長寿命化計

画の策定もそんなに安いものではないので、マンホールをスポットで直

すほうが経済効率としては高いと思っています。 

 

藤岡修美委員 小野田西の集排を公共に取り入れるということで、処理場は要

らなくなるんですけど、集排の管路ですね。その辺チェックとか、更正

しないといけないとか、そういう関係は起きてこないですか。 

 

森弘下水道課長 小野田西の施設に関して長寿命化計画が必要ということで、

処理場に関しては、一応はしております。ただ、管渠
きょ

に関しては、まだ

平成７年の供用開始ということで、必要があるとは思っておりませんの

で、今のところ調査はかけておりません。それはなぜかと言いますと、

公共下水道は、昭和５６年が供用開始で、一応、下水道の管渠
きょ

の長寿命

化が必要かという検討はしてみましたけれども、まだそれほど必要とい

う状態ではないので、小野田西も経験則から言って、今すぐ長寿命化の

調査費をかける必要がないと考えております。 

 

岡山明副委員長 余り関係ないのかもしれませんが、マンホールの蓋のデザイ

ン、ちょっと予算とは関係ない部分かもしれませんが、そういうデザイ

ンの、例えば、山陽小野田市としての特色ある蓋のデザインというのは、

その辺は全然考えられてないですか。今回、山陽小野田市もロゴマーク

もできておりますが、マンホールの蓋にそういうロゴマークを付けるじ

ゃないですけど、一つのまちおこしを蓋でという考え方はありますか。 

 

森弘下水道課長 山陽小野田市、合併前は、小野田に関しては２種類のデザイ

ン蓋がありました。山陽町にも実はデザインだけあって蓋はできてなか

ったようなのですが、デザインだけ実は手に入れました。もう合併して

１０年もたつのに、デザイン蓋がないのはいかがなものかなと、今年の

最初ごろから考えてはおったのですが、今回、一応予算要求をして今の

ところ、まだ予算は下りてないですけど、一応、市長さんの意向として
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は、ロゴマークを入れた何かしらのデザインを作りたいというようなお

話を承ってはおります。 

 

中村博行委員長 カラーのものと考えていいですか。 

 

森弘下水道課長 このマンホール蓋のデザインを作ろうというのは、もともと

あったものがなくなっているということで、新たな市で起こそうという

思いもあるのですが、実はマンホールカードという静かで長いブームが

続いていて、これで結構よそから観光客が呼べるというお話を聞いてい

ます。それはやはりデザインに色を入れたもの、それをそこに設置をし

て、経度緯度をカードに表示したものをマニアさんがそれを追っかける

というカードらしいんですけど、それを今作ろうと思っていますけど、

やはり色を入れるほうがいいので、２種類４か所だけ一応色を入れたも

のを作ります。 

 

中村博行委員長 当然、カードも考えられるわけですか。 

 

森弘下水道課長 一応、予算要求はしております。 

 

中村博行委員長 これは下水道課か、シティセールス課がいろいろあるとは思

うんですけど。実際に下水道課に行かないともらえないというような条

件があるようですので、それは交流人口の増加につながると思いますの

で、これはまた御検討ください。ほかによろしいですか。 

 

中岡英二委員 ちょっと分からないことがあるのでお聞きしますが。１款の下

水道事業費の中で、３目の水質管理費というのがあります。どのような

水質の管理をされるのでしょうか。 

 

光井山陽水処理センター所長兼小野田水処理センター所長 ３款の水質管理費

で行っている業務としましては、下水処理場で処理した下水の水質分析
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が主なものになっております。それと、下水処理を行う過程において発

生する汚泥に含まれる有害物質の分析等に充てております。 

 

中村博行委員長 それでは質疑を打ち切ります。討論はございますか。（「な

し」と呼ぶ者あり）討論はないようですので、採決に移ります。議案第

９７号平成３０年度山陽小野田市下水道事業特別会計補正予算（第１回）

について賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして、議案第９７号は、可決すべ

きものと決しました。続けていきます。審査番号１２番、議案第９８号

平成３０年度山陽小野田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２回）

について説明を求めます。 

 

森弘下水道課長 議案第９８号は平成３０年度山陽小野田市農業集落排水事業

特別会計補正予算（第２回）についてです。今回の補正は歳入について

繰越金を増にし、それに伴い繰入金を調整するものです。それでは歳出

は変わりませんので、歳入の詳細について御説明いたします。４ページ、

５ページを御覧ください。２款繰入金１項一般会計繰入金１目一般会計

繰入金１節一般会計繰入金が６万２，０００円の減額は、繰越金の増に

伴い額を調整するもので、３款繰越金１項繰越金１目繰越金１節繰越金

の６万２，０００円の増額は、さっきの決算認定を受け、それを調整す

るものです。以上御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

中村博行委員長 説明が終わりましたので質疑を求めます。よろしいですか。

（「はい」と呼ぶ者あり）それでは討論はありますか。（「なし」と呼

ぶ者あり）では、採決に移ります。議案第９８号平成３０年度山陽小野

田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２回）について賛成の方の

挙手を求めます。 
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（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして、議案第９８号は、可決すべ

きものと決しました。続けてまいります。審査番号１３番、議案第１０

８号山陽小野田市下水道事業の設置等に関する条例の制定について執行

部の説明を求めます。 

 

森弘下水道課長 議案第１０８号は山陽小野田市下水道事業の設置等に関する

条例の制定についてです。本議案は現在特別会計で事業を行っておりま

す、公共下水道事業及び農業集落排水事業について、平成３１年４月１

日から地方公営企業法の財務規定等を適用し、公営企業会計により事業

経営を行うため、事業の設置及びその経営の基本に関する事項等を定め

るものです。それでは、Ａ３の資料を御覧ください。Ａ３用紙を４分割

にした資料に右下にページ番号を打っていますので、順番に御覧いただ

ければと思います。まず１ページ目ですが、法適用の背景を説明してい

ます。これまで、本委員会でも御説明しておりますが、平成２７年１月

に国からの要請により、平成３２年度までに人口３万人以上の団体の下

水道事業は公営企業会計に移行することが求められました。これを契機

に本市におきましても、１年前倒しの平成３１年度からの法適用に向け

て取り組んできたところです。次に設置条例ですが、地方公営企業法に

より条例で定めることになっている事項について、本条例で定めており

ます。議案と併せて御覧ください。全部で２条による構成となっており

ます。主な内容としましては、第２条及び第４条では地方公営企業の設

置及び経営の基本について。第３条では法の財務規定等を適用すること

について。第５条では予算で定めることが必要な重要な資産の取得及び

処分について。第７条では出納及びその他会計事務のうち、会計管理者

会へ委任する事務について規定しております。またそこにおいて、本条

例による下水道事業会計の設置に伴い、二つの特別会計を廃止する旨を

規定しております。なお、２ページ以降、法適用の概要やスケジュール
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などを説明しておりますので、公営企業担当の西﨑係長から説明をさせ

ますのでよろしくお願いいたします 

 

西﨑下水道課管理係長 下水道課の西﨑と申します。私の方から、２ページ以

降について、御説明したいと思います。下水道事業の法適用につきまし

ては、平成２８年度から準備を始めてきましたが、このたび設置条例案

の提出となりましたので、少しお時間を頂戴して詳しく御説明させてい

ただければと思います。それでは、まず、２ページの３法適用の概要で

ございますが、一つ目の見出しのとおり、法適用対象事業は、公共下水

道事業と農業集落排水事業としています。現在は特別会計で運営してお

りますが、これを廃止し、下水道事業会計一本で運営していくこととな

ります。財務諸表などについては、一本で作成しますが、内部的には別々

に管理し、予算書や決算書では、報告セグメントとして二つの事業の財

務情報を開示するようにいたします。次に、法適用の時期ですが、これ

までの御案内のとおり平成３１年４月１日としております。次に、法の

適用範囲ですが、地方公営企業法の財務規定のみを適用する一部適用を

採用します。下水道事業については、法の全部を適用する全部適用と財

務規定のみを適用する一部適用が選択できますが、全部適用は通常、水

道事業と統合し、業務の効率化を図ることを目的としますので、本市で

は、現在のところ、その計画はないことから、一部適用としたところで

す。３ページを御覧いただければと思います。法適用の範囲とその比較

として、現行の特別会計と下水道事業が適用する一部適用、水道や病院

事業の全部適用を比較したものです。下水道事業が採用する一部適用は

少し特殊ですので、表の左側の項目ごとに要点を説明したいと思います。

まず、定義の適用法令、条項ですが、地方公営企業法は組織、財務、職

員の身分の大きく３つの規定から構成されています。一部適用はそのう

ち、財務規定のみを適用するものです。一方で、全部適用では、３つの

規定を全て適用することとなります。次に組織の管理者ですが、一部適

用では、組織の規定は適用しませんので、管理者の権限は市長が行いま

す。一方全部適用の場合は、水道、病院事業のように、原則として管理
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者を設置します。次に財務についてですが、一部適用ではこの規定を適

用しますので、全部適用の場合とほぼ同じです。会計の方式については、

官庁会計方式から、企業会計方式に変わります。経理の方法は、現金主

義、単式簿記から、発生主義、複式簿記による経理に変わります。また、

予算の区分につきましても、歳入、歳出のみであったものが、収益的収

支、資本的収支、いわゆる３条予算と４条予算に区分されます。決算書

におきましても、損益計算書や貸借対照表といった財務諸表を中心とし

たものになり、下水道事業会計のみの別冊になります。予算書も同様で

す。出納閉鎖日ですが、特別会計では５月３１日となっており、４月か

ら５月まで出納整理期間がありましたが、法適用後は３月３１日をもっ

て決算することになります。出納・会計事務ですが、法適用後は、基本

的に企業出納員が事務を行いますが、一部適用では、事務の全部又は一

部を会計管理者に委任することができます。条例の説明で触れましたが、

下水道事業におきましては、会計管理者に出納事務の一部を委任するこ

ととしております。最後に職員の身分ですが、組織と同様、一部適用で

はこの規定を適用しませんので、下水道課職員は企業職員とはならず、

一般行政職員のままとなります。以上のとおり、下水道事業は法適用に

より、財務については、企業会計方式に移行しますが、組織や職員の身

分については、従来どおり市長部局の一般行政職のままですので、水道

や病院事業とは違いがあるということを御理解いただければと思います。

最後に、４ページの５．法適用スケジュールについて、現在の進捗状況

を含めて御説明したいと思います。法適用に向けた取組については、（１）

固定資産台帳整備、（２）法適用に係る各種事務手続き、（３）会計シ

ステム構築の３つの柱に分けられます。まず、１つ目の固定資産台帳整

備ですが、本業務は、本市が下水道事業を開始した昭和４６年からの、

資産を全て調査するもので、平成２８年度から作業を進めておりました

が、先般、台帳が完成し、現在は会計システムへのデータ移行、チェッ

ク等を行っているところです。次に２つ目の法適用に係る各種事務手続

きですが、現在も、庁内関係課や金融機関との事務のすり合わせを進め

ています。予算関係では、現在、公営企業会計による平成３１年度予算
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を作成しているところです。３月議会において、予算案を提出する予定

としておりますので、その際に詳しく御説明させていただきたいと思い

ます。また今年度は、３月３１日をもって特別会計を廃止することから、

同日をもって打切り決算となります。３つ目の会計システム構築につき

ましては、会計が複式簿記に変わることから、新たな会計システムを導

入しています。現在は、予算編成作業や運用テストを行っているところ

です。企業会計移行まで残り３か月余りとなりましたが、来年４月から

円滑なスタートが切れるよう、下水道課一丸となって取り組んでいると

ころです。以上、山陽小野田市下水道事業の設置等に関する条例の説明

と、法適用に係る説明とさせていただきます。御審議のほど、よろしく

お願いいたします。  

 

中村博行委員長 説明が終わりましたので質疑を求めます。 

 

河﨑平男委員 公共下水と農業集落排水が統合されるということですが、これ

に合わせて事務量と人員はどうなっていますか。 

 

西﨑下水道課管理係長 現在の農業集落排水特別会計でございますが、人件費

の予算はありません。よって、公共下水道の中の職員で農業集落排水の

維持管理を行っているところですので、それは今後も体制的には変わり

ません。 

 

河﨑平男委員 事務量が増えるということで、例えば一人分とか、１.５人とか

いうような事務量が増えるとかいうことはないんですか。 

 

西﨑下水道課管理係長 維持管理につきましては、事務量は増えないと思いま

す。ただ、出納関係の事務を今度は下水道課が行いますので、そういっ

た会計的な事務量は増えてくるとは思いますけども、基本的には今の体

制でやっていきたいと思っています。 

中村博行委員長 この準備に掛かったときから、職員が増やされたということ
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はないですか。 

 

西﨑下水道課管理係長 ２９年度から病院事業から１名、事務職員が１名増と

いうことで来ております。 

 

中村博行委員長 主に会計の関係ですよね。 

 

西﨑下水道課管理係長 そうですね。また、運用を開始していませんので、会

計処理的な事務というのはまだ、準備段階ですので、いろいろな調整事

項のほうが多いんですけどれも、会計事務的な問題等、分からないこと

があれば相談したりしてやっているところです。 

 

中村博行委員長 もう来年４月からばっちりということでいいですね。（「は

い」と呼ぶ者あり） 

 

水津治委員 第５条と第７条に数字がそれぞれ入っておりますが、この数字と

いうのは、以前の特別会計の設置条例と大体数字は同額の数字を用いて

おられますか。 

 

西﨑下水道課管理係長 第５条（発言するものあり）の重要な資産の取得及び

処分につきましては、地方自治法でも同じような規定がありますので、

一般会計におきましても同金額、同面積の規定となっております。これ

は基本的に、法律の施行令とかで決まっておりますので、他市におきま

してもこの金額と面積というものは同様でございます。 

 

水津治委員 併せて６条の賠償額が３０万以上である場合とする。第６条です

ね。賠償責任の免除。これも法のもとでしょうか。 

 

西﨑下水道課管理係長 第６条の議会の同意を要する賠償責任の免除でござい

ますが、この条文につきましては、地方公営企業法特有のものでして、
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市長が職員の与えた損害が避けることができない事故、その他やむを得

ない事情によるものであることの証明を相当とすると認めたときに議会

の同意を得ることなく賠償責任について免除を弾力的に行えるよう、そ

の許容額を定める規定ということになっておりまして、この３０万円と

いう根拠は、本市においてもほかの条例で規定がありませんので、水道

事業と同じ金額の３０万円を採用させていただいております。 

 

岡山明副委員長 ちょっと確認させてもらいたいんですけど。今の下水道事業

なんですけど、一般会計のほうから幾らくらいの支出がありますか。 

 

西﨑下水道課管理係長 繰入金でございますが、３０年度の公共下水の予算が

約１１億５，０００万円です。農業集落排水が約８，０００万円です。 

 

中村博行委員長 大体ずっとそのくらいの金額で推移していますね。 

 

岡山明副委員長 今、１１億５，００万円、農業集落排水を入れて６，０００

万円くらいという、１２億円弱くらい一般会計から入っている状況で、

今、お話しすると下水道事業の法令というか、形が企業の形という、条

例の制定ということで企業会計のような形に皆変わるという状況の中で、

これ単独と言ったらおかしいですけど、これ１１億、じゃあ毎年同じよ

うな状況になりますかね。今言われたように５６年から下水の運営をし

ている状況になると、老朽化が進んでいると、今、上水でさえも非常に

厳しいと。下水に関しても宇部市の下水道計画についても縮小している

と。そういう状況の中で、例えば、会計、そういう形、企業会計の形に

する状況で、形としては全く私は同じような企業の計算式じゃないけど、

そういう会計の形が変わるだけで、支出の分は何ら変わらないと、その

辺はどうなんですかね。 

 

西﨑下水道課管理係長 繰入金でございますけれども、国が定めた繰出基準と

いうのがありまして、それに基づいて算定して一般会計から繰入金をい
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ただいております。その計算方法につきましては、歳出から歳入を除い

て現金が不足する部分を一般会計から頂いておりますので、それにつき

ましては、企業会計になったとしても、急激に経営状況が良くなるわけ

ではないので、現金の不足部分というのは、これまでどおりとほぼ変わ

りませんので、同様の金額の繰入金になる予定でございます。また、繰

入金の内容につきましても、ほぼ公債費、過去の建設事業に伴う公債費

が現在、約１７億円くらい毎年償還しておりますので、そういった関係

に対する繰入金という整理をしております。 

 

岡山明副委員長 今の状況で、お話しされたように、１１億、１２億円が毎年

負債のような形で、国から国に、その繰入金が入るという形で、この形

は崩れんと。そういう状況の中で、さっきもお話ししたんですけど、管

の老朽化と、上水と比べたら、下水は老朽化がすごく激しいと私は思っ

ているんですけど。そういう意味で今後、老朽排管の交換とかやってき

たときに当然厳しいという状況になっているんですけど。その辺は今回

の企業会計に切り替わると同時に、その辺の長寿命化とかいろいろある

んでしょうけど、その辺の対策というのは何か市として考えられている

かどうかお聞きします。 

 

森弘下水道課長 委員がおっしゃっている、その会計上の話ではないですけど、

今までの長寿命化の計画の策定に替わって、今度はストックマネジメン

ト計画というのを作っております。これが全施設、処理場、あるいは管

渠
きょ

全ての耐用年数が何年であって、いつ設置したということで、いつ更

新の時期を迎えるかということを洗い出して、かつ、影響度あるいは発

生率というリスクをまたそれに掛け合わせて優先順位を付けていって、

並べ替え、かつ、財政状態を見て、平準化を図りたいと思ってはおるの

ですが、皆さんも御存じのとおり、うちの処理場、ポンプ場は、機械が

かなり老朽化しているので、平準化を図ろうにも早急に更新をするもの

が多すぎるので、平準化がうまく図れるかどうか、その辺は、作業に掛

かったばっかりなので分からないですが、平準化を図るというのが理想
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ですので、年間の工事費用が幾ら掛かるか分かりませんけど、費用を掛

ければうまくそれは推移しますし、先送りすれば右肩上がりでどんどん

どんどん処理しなければいけない工事が増えていくだけですので、その

辺りはなるだけ効率が図れるような計画にはしたいとは思っております。 

 

岡山明副委員長 今、財務に関しては企業方式の、うまい具合に来年の４月に

は変わるというのはその辺は、私は心配してないんですけど。そういう

会計の分ではなくて、今、課長のほうからお話しがあったように、設備

の関係ということで、ちょっとお聞きしたいんですけど。宇部市も下水

道計画の縮小を図られている状況の中で、投資的経費が今幾らぐらい掛

かっているか。それに対して、改築と新築いろいろあるんですけど、そ

の辺の割合って。宇部市がちなみに言われたんですけど、投資的経常経

費が３３億、で新設が８４％、改築が１６％、これは平成１６年の話で

す。それが現在、状況的には新設が今は１０年後の状況の中で、新設が

６％、改築というか工事のためのが９４％で、もう今、昔と逆転してい

るという状況になっておるんです。８４％と１６％が、今、維持管理の

ために９４％、新築が６％しか投資のお金を入れてないという状況で、

そういう下水道工事の縮小を考えると、そういう形があるんですけど。

山陽小野田市としては、その辺は今どのくらいの割合になっております

か。 

 

森弘下水道課長 うちの投資的経費は大体６億くらいです。長寿命化工事、こ

れ今、全く管渠
きょ

をやっていませんので、全て処理場のほうにその長寿命

化の工事費を持っていくわけですけど、これが昨年度は７１％です。だ

から、２９％しか管渠
きょ

の敷設には使っていないという状態です。２８年

度が４６.６％、半々だったという状態です。ですから、これから当然管

渠
きょ

も長寿命化をしなければなりませんが、今管渠
きょ

は、それほど危惧はし

てはおりません。うちは事業開始が４６年、宇部市は昭和２３年、戦後

すぐからの事業開始ですので、そこには２３年の隔たりがあるわけです

から、今、宇部が早急に管渠
きょ

にかからなければならないとしたら、この
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２３年後くらいにはうちもそれなりに管渠
きょ

のほうの整備は必要とは思い

ますが、今の状態ではそれほど今、管渠
きょ

にかかる必要はなく、ただ、処

理場のほうは早急にそれなりにしないと機能停止ということがあっては

ならないので、危惧するものから順次直していきたいとは考えておりま

す。 

 

岡山明副委員長 では施設にという話になると、今一番古い施設が小野田水処

理センター、これが昭和５４年ですかね。５４年に築３７年たっている

という状況で、やはり、その辺の部分は、上水と違って老朽化の調査と

かその辺の形はもう３７年、４０年近くたとうとしています。その辺の

考え方はいかがですか。 

 

森弘下水道課長 先ほど、ストックマネジメントのお話をさせていただきまし

たが、今年度からコンサルと契約をして順次、建物、機械、電気設備、

そういうものを全て今処理場のほうで、チェックを入れております。設

置した時期、耐用年数を調べて、先ほども言いました影響度と発生度を

それに掛け合わせて重みを持たせて、優先順位を付け、順次それを更新

していく計画を今から立てようとしております。 

 

中村博行委員長 水道も含めて、宇部市の関係もちょっとやり始めるのが遅か

ったと。気が付くのが遅かったということですね。本市の場合は、下水

道事業については、まだそういうことに重きを置いて考えるのに間に合

っているよという段階というふうに判断していいですね。水道の方もア

セットマネジメント、同じようにストックマネジメントというふうにさ

れるということですけども、事業についても今後もそういった意味での

議論も必要かと思いますが。この条例について戻って、農業集落排水と

の関連についてもうちょっと質疑があればと思いますが。 

 

河﨑平男委員 法適用で管理者の権限は市長が行うということでありますよね。

この会計事務については、会計管理者に委任することが可能ということ
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で、この条例では、会計管理者に行わせるものとするというふうな条例

になっておりますよね。これは出納室が行うんですか。 

 

西﨑下水道課管理係長 会計管理者に委任することをこのたび定めております

けれども、基本的な出納業務は下水道課で行います。会計管理者に委託

するのは、通帳の管理ですとか、小切手の振出しであるとか、最終で下

水道課が持っているよりは、危機管理面を含めて別のところが持ってい

たほうがいいだろうという面で、会計管理者のほうに委任をするように

しております。 

 

河﨑平男委員 そういったところで、出納室の会計管理者がやるということで

すね。 

 

西﨑下水道課管理係長 はい、そのとおりです。 

 

中村博行委員長 事務一切は下水道課でやられるということですね。はい。な

ってみんと分からんようなところを感じるんですよ。結局、農業集落排

水の会計とこれが１本化されるということですけど。完全な１本化と考

えていいんですか。それともその辺の融通があるような感じの会計なん

ですか。 

 

西﨑下水道課管理係長 平たく言えば、今の二つの特別会計の予算を合体させ

て１本化するというイメージなんですけども、内部的には農集分の予算

と公共分の予算というふうに分けて管理をしているので、特に財務諸表

等々につきましては、会計一つで作成するしかないんですけども、内部

的には分けて全て管理をしております。 

 

中村博行委員長 ほかはよろしいですか。いいですね。それでは質疑を閉じま

す。討論はございますか。（「なし」と呼ぶ者あり）はい、討論があり

ませんので採決に移ります。議案第１０８号山陽小野田市下水道事業の
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設置等に関する条例の制定について賛成の方の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

中村博行委員長 全員賛成です。したがいまして、議案第１０８号は、可決す

べきものと決しました。以上で議案全て終了しました。お疲れでした。 

 

（執行部退席） 

 

中村博行委員長 それでは審査番号の１４番、陳情・要望についてに入ります。

お手元に陳情・要望が２件入っていると思いますが、ともに同じところ

です。出ているのが建設山口関係です。ということで、要望は、まず住

宅リフォーム助成制度の継続を求める要請書ということと、地域建設産

業の再生に関する要請書というものが出ておりますので、裏面にその説

明等があります。住宅リフォーム助成制度、これを以前、条例化してほ

しいというようなことは聞いておりました。今はずっと継続して行政の

方がこの事業をやっていますが、いつなくなるか分からないような事業

なのでという不安を持っておられるようです。そういったことで、それ

ぞれ内容を皆さんよく読んで把握しておってもらいたいと思います。と

申しますのが、青木保さんから年明けにできれば産業建設常任委員会の

委員の皆さんと意見交換したいというようなお話を内々で聞いています

ので、仮に実現するかどうか分かりませんけども、そうした場合に内容

を把握しておいていただきたいということで、この陳情・要望について

はこれで終わりたいと思いますが、よろしいですか。はい。それでは陳

情要望はしっかりと目を通しておいてください。最後の日程ですね。閉

会中の継続調査事項、（「これは後で」と呼ぶ者あり）それでは、ここ

で委員会を閉じます。あとは分科会に入りますので、３時２０分から再

開いたしますので、休憩に入ります。 

 

午後３時１１分休憩 



95 

 

 

午後４時６分再開 

 

中村博行委員長 では、ただいまより産業建設常任委員会を再開します。お手

元に閉会中の継続審査事項という１枚ものがあると思いますが、それを

御覧ください。なお、１番右の調査機関の欄に平成３０年３月と書いて

ありますが、３１年に訂正をしてください。あと、ざっと目を通されて

漏れているようなものを入れたいと思います。特に企業訪問関係を年明

けにということを前から言っておりますが、そういう関係を含めて。抜

けていたらなかなか行けないので。藤岡議員から言われている長州産業

と花の海、ねぎ三昧か。その辺りを含めて。小野田・楠企業団地の視察

なんかも上がっていましたので。その辺で大丈夫かなというものがあれ

ば。長州産業はどれに当たるかね。商業及び工業に入るね。気付かれた

ところあれば。市場も入っているね。梶漁港は入っているか。農林畜産

及び水産やね。概ね網羅していますね。よろしいでしょうか。（「はい」

と呼ぶ者あり）それではこれで決定したいと思います。これは採決採ら

んでいいね。（発言するものあり）それでは閉会中の継続審査事項につ

いては、このとおりに決定したいと思います。以上で産業建設常任委員

会を閉会いたします。お疲れ様でした。 

 

午後４時８分 散会 

 

平成３０年１２月６日 

 

産業建設常任委員長 中 村 博 行 


